
第39図 土器 4類の平面接合関係
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第40図 土器 5～ 8類の平面接合関係
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第 4表 ブロック別出土土器集計表 (3)
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第 5表 ブロック別出土土器集計表 (4)
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０

３９

３８

３７

３６

３５

３３

３２

３ｌ

ｍ

％

∞

“

・
７５

ｍ

“

御

５５

５０

醐

・
３５

・
２５

即

町

０５Ｊ

０５Ｊ

町

町

呵

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

町

悧

郷

２

４１

”

”

“

●

３３

３０

２９

田

″

硼
０・９５酬
囲
岡
０・５５０・５００・４５０・３００・２５囲
０。１５０５

０５

０５

０５

０５

０５

“

０５

０５

０５

Ｍ

４１

３８

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

η

０・９５０・８００・７００。６５鰤
０・５５０・５００。４５囲
０。３５０・２５０５

“

０５

４０

３９

器

∞

９５

ｍ 2

第 6表 ブロック別出土土器集計表 (5)
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Ⅸ
は
ほ
Ⅸ
は
ほ
は
臨

馬

“

２

３１

∞

”

“

２

剛
蜘
晰
囲
咄
囲
噺
剛

“

∞

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

４１

３６

Ｍ

２

３１

”

郎

２７

２５

２

∞

・
７５

・
６５

・
５０

・
４５

・
３５

・
３０

，
２５

，
１５

１０

０５

０５

０５

０５

０５

％

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

０５

帖

”

器

％

３５

３３

３２

３１

∞

”

”

２７

２６

２５

％

２３

２２

・
９５

・
９ｏ

ｍ

・
７５

・
６５

・
６ｏ

・
５５

・
５ｏ

“

・
４ｏ

・
３５

，
３ｏ

・
２５

・
２ｏ

ｌ５

ｌｏ

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

”

“

“

％

■

２

３１

∞

刀

瀦

η

％

万

２

８

２

２ｌ

ｍ

∞

９５

８５

８０

７５

６５

∞

５５

５０

巧

Ю

３５

３０

２５

２０

１５

１０

０５

肌
帆
帆
帆
帆
帆
肌
肌
皿

“

“

”

お

″

％

為

２

”

∞

９０

巧

Ю

３５

３０

２５

１５

ｍ

肌
帆
帆
肌
帆
肌
帆
帆
帆
帆
帆
帆
帆

”

“

“

”

“

２

∞

”

η

％

あ

２

２

∞

９５

８５

７５

７０

６５

５０

４５

３５

３０

２５

２０

１０

帆
帆
帆
帆
肌
帆
帆

“

”
ｙ
３１

∞

刀

２１

１７

９５

７５

７０

６５

６０

２０

∞

∞

“

ｍ

晰

“

“

∞

７０

∞

∞

０６

Ｍ

４３

４ｌ

ｍ

８５

５０

ｍ

1.(I)

∞

０６

Ｍ

”

器

３７

・
５ｏ

・
２５

ｍ

∞

０６

“

０６

４５

４

４２

４１

∞

∞

８０

７０

第 7表 ブロック別出土土器集計表 (6)
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“

“

“

“

“

“

”

“

“

”

６５

０

２０

１５

“

∞

０６

∞

０６

０６

∞

“

“

“

∞

ｍ

４３

４２

４ｌ

Ю

３９

３７

３６

３５

３４

３３

毘

∞

∞

８５

７５

７０

５５

“

“

３０

２５

晰

0.60

０６

０６

∞

∞

“

“

４１

“

田

３７

３６

錦

別

ｍ

ｍ

醐

・
３０

ｍ

囲

０６Ｉ

０６Ｉ

０６Ｉ

０６Ｉ

囲

晰

囲

肛

晰

晰

晰

晰

０６Ｉ

０６Ｉ

鰤

４５

４

４３

４２

４ｌ

Ю

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３ｌ

ｍ

硼
０・９５晰
０・８００・７５０。６５０・６００・５５０・４５囲
０・３５０・２５０・２００・１５晰
鰤

０６１

０６Ｉ

０６Ｉ

０６Ｉ

０６Ｉ

囲

晰

晰

晰

晰

０６Ｉ

０６Ｉ

剛

０６Ｉ

鯛

，
９５
“

・
８０

・
７５

・
６５
御

・
４５
湘

・
３５

・
２５

。
２０

価

ｍ
０６Ｉ

０６Ｉ

囲

晰

晰

０６Ｉ

０６Ｉ

０６Ｔ

０

３９

３８

３７

３６

３５

３４

錦

・
７５

・
７０

・
６０

・
５５

・
４５

Ю

・
３０

％

側

。
８５

剖

・
７５

。
７０

・
５５

・
５０

“

Ю

・
３５

・
３０

％

町

町

町

０６Ｊ

０６Ｊ

０６Ｊ

町

悧

２

４１

３８

３６

３５

３４

３２

２６

∞

９５

７５

６５

∞

５５

６

１０

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

Ⅲ

４２

４‐

４０

３６

３５

３４

３３

３２

３０

２８

２７

２５

２‐

ｍ

・
９５

ｍ

ｍ

・
６５

・
６ｏ

。
５５

駒

Ю

。
３５

・
３ｏ

・
２ｏ

ｍ

06: 0.95

第 8表 ブロック別出土土器集計表 (7)
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的

町

０６Ｊ

町

０６Ｊ

町

町

悧

４ｏ

３９

３６

３４

３３

３２

３０

ｍ

脚
０・８５幅
０・５５０・５００。４５０・３５０２０

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

０６Ｊ

０６１

３８

３７

３６

３５

３４

３２

３‐

３０

２９

２６

２‐

１９

脚
晰
囲
隔
０・７０蜘
０・５５０・５０Ｍ
Ｏ・３５０・１０剛

は
Ⅸ
Ⅸ
は
は
は
順
は
は
０６Ｋ
０６Ｋ
願

硼
晰
０・９００・７５０・６５０。６００・５０幅
０・３５０・２００・１０鰤

は
Ⅸ
雌
は
順
肛
Ⅸ
雌
は
０６Ｋ
は
Ｍ
０６Ｋ
は
朧

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３‐

３０

２９

２８

２５

２４

２２

硼
０・９５０・９０幅
囲
０，７５０・７００・６５圃
０・５５囲
０・４５０，３００・２５０・‐５は

順
は
ほ
は
順
順
は
順
Ⅸ
は
順
は
順

３６

３５

３３

３２

３１

２９

器

２７

２６

２５

２４

２１

２０

１９

０・８５囲
０。７００・６５０・６００・５０略
脚
囲
０。３５０・３００・１５０・１０鰤

“

∞

∞

“

∞

“

“

∞

“

“

“

“

“

Ⅷ
Ｏ・９００・８５０。７５０。７００・６５０・６００・５０咄
囲
０・３５０。２５０２０

雌
肌

肌

帆

肌

肌
帆

肌

帆

肌
帆

０６Ｌ

０６Ｌ

０６Ｌ

帆

帆

３７

３６

３５

３３

３２

３１

３０

”

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

１６

硼
晰
剛
０・８００。７５０，７００。６５圃
０・５５０・５００・４５囲
囲
０。３５０。３０剛

０６Ｌ
０６Ｌ
胤
肌
帆

３６

３５

２４

２３

２２

舶

“

湘

爛

３５

第 9表 ブロック別出土土器集計表 (8)
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0.20

帆

帆

帆

０６Ｌ

０６Ｌ

帆

帆

帆

帆

帆

肌

０６Ｌ

０６Ｌ

３４

３３

２９

２８

２７

２６

２４

２３

２２

２‐

２０

‐９

‐７

硼
０。９５０・７５０・７００。６５蜘
０・５００・４５囲
０・３５０・３００・２５鰤

０６Ｌ
帆

帆

帆

帆

帆
０６Ｌ

０６Ｌ

２７

２５

２４

２３

２

１９

１７

“

硼
０。８５０，７５幅
圃
０・３５０。１５剛

06M
06M
06M

四

２

２１

５５

４５

ｍ

100

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

０６

０６

“

０６

０６

“

硼
剛
０・５００・３５０・１５０・‐０07G

07G

４‐

３９

1.∞

0。35

ｍ
ｍ
ｍ

四

四

四

４１

欄

知

∞

ｍ

ｍ

剛
剛
剛
酬

２

４１

“

”

∞

”

∞

ｍ

剛
剛
昭
ｍ
剛
ｍ

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

Ю

３９

３８

３７

３６

Ｍ

蝸
０・６５０・５００。３５０・１５鰤

０７１

０７Ｉ

０７Ｉ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

４‐

３８

３７

３５

３３

３０

硼
０・８０囲
０・５５囲
０２０

０７Ｉ

０７Ｉ

０７Ｉ

０７Ｉ

０７Ｉ

Ｍ

０７Ｉ

０７Ｉ

３４

３４

Ｍ

３４

３４

３４

３４

３４

４ｌ

Ю

３９

３８

３７

３６

３３

３２

硼
剛
囲
囲
０・６５０・５５０・２５０・２０岡

岡

岡

岡

町

町

町

町

ｏ７１

３８

３６

”

３１

∞

”

器

η

郷

０・８５０，７５０・５５囲
０。３５０。２５０・２００・１５鰤

岡

岡

岡

町

町

明

岡

０７Ｊ

岡

岡

岡

町

岡

０７Ｔ

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

硼
鰤
剛
０・８５０。７５０・６５圃
０。５０噺
囲
０・３５０・３００・２５０・２００７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

“

“

■

３３

３２

３１

∞

”

瀦

ν

％

Ⅷ
Ｏ。８５０・８００・７５０・７００。７００。６５剛
０・５５０・５００４５

第 10表  ブロック別出土土器集計表 (9)
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０７Ｋ
０７Ｋ
０７Ｋ
０７Ｋ
０７Ｋ
爾

２５

２４

２３

２２

２‐

２０

０

。

４０

０

．

３５

０

．

３０

０

．

２５

０

．

２０

０

。

２０

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

Ⅸ

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

Ｍ

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２０

１９

１８

１７

仏

硼
０・９５０・９００・８５０。８００。７５０・６５０・６００・５５囲
０・４５囲
０・３５０２５
０・２００・１５０・１０剛

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

吼

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

帆

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

吼

吼

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

３５

３４

３３

３２

３‐

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２１

２０

‐８

‐７

‐６

‐５

‐４

０・９５０・９００，８５０。８００。７５０・７００・６５剛
０・５５囲
帖
囲
０・３５０・３００・２５０・２００・１５０・１００・０５鰤

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

吼

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

肌

２３４

２３４

２３４

２３４
２３４

２３４

別

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４
別

３３

３１

２９

２８

２７

２６

２４

２３

２２

２０

‐９

‐８

‐７

‐５

‐４

‐３

‐２

Ⅷ
Ｏ・９００・８０Ｍ
Ｏ・７００・６５０・５５囲
咄
囲
０・３５０・３０陽
０・１５０・１００・０５剛

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

０７

０７

０７
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第 12表 ブロック別出土土器集計表 (11)
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向の傾斜にはぼ並行している。

第39図に示した4類では、洞穴奥の集中を反映して、

近距離間での接合例が多く認められた。これは、分布

がより散漫となる前庭部でも同様だが、唯-248のみ

が広範囲にわたる関係が成立した。

このような例は、前図の沈線文系土器に近似してい

る。実は同番土器は、沈線文系に類似する文様構成が

描かれているものの、破片分類の段階では、胎土や線

引きの手法などがむしろ条痕文系に類似するとして 4

類に組み入れたものである。しかし、接合関係からみ

る限り、やはり整理担当者の分類の誤りである可能性

が強い。だが、同じ傾向の沈線文系よりも洞穴の主軸

に対して幅広く散乱しており、そこに同土器の特殊1生

を見いだすことも可育帥 もヽしれない。

一方、前期以降の土器の接合関係は、もっばら6類

で成立したものである。接合は、分布範囲の特徴で指

摘した三群の比較的近距離間でのみ可能であり、群を

またいで成立した関係はない。

次に、出土土器の垂直分布に転ずると、洞民内そし

て前庭部を問わず、おおよそ層位の堆積順や出土位置

の相対的な上下に応じて土器の分類相が変化している

ことがわかる。

第41図には、洞穴内から出土した土器の分類別の分

散度と土層別の比率とを示した。このグラフからは、

各層ごとの不可侵というわけにはいかないが、それぞ

れ対角に向かう重心の移動が見て取れる。

とくに、前期前半の5類以降の土器を多く包含する

Ⅱ層と、早期後葉の4類を中心とするⅢ層との間には、

あざやかな反転変化が現れている。また、Ⅳ層では、

早期中葉の2類のみがもっばら出土し、 4類土器をほ

とんど含まない。

これを実際の資料にあてたのが第42図である。前の

グラフと同様に、左上から右下へ、大きく対角に向か

う重心の移動が見て取れる。これは層順として現れた

堆積の先後と、実際の時間経過がおおよそ対応してい

ることを表している。

このうち、Ⅱ層は、前期以降中期までの各時期の上

器を含みながらも、Ⅲ層が多く含む早期後葉の4類を

ほとんど含まない。また、これにも増して、Ⅲ層には

前期以降の土器が、きわめてまれな例を除いて入り込

んでいない。つまり、洞穴内のⅢ層上位は、Ⅱ層の形

成時には、あまり下位を荒らすような行為に及ばな

かったということにもなるだろうか。

そして、Ⅱ層と同じく、洞穴内で均等に広がるⅣ層

は、薄層ながらも4類土器をほとんど含まない。とこ

ろが、Ⅲ層は、 4類を主体としながらも、 2類を多く

包含していた。これは、天丼亀裂の雨垂れ痕を境に洞

穴奥と入口に分けられるⅢ層のなかでも、入口部方面

に多くみられた。

洞穴入日の中層は、灰層と、腐植質の強いⅢ J・

ⅢL層が堆積していた。灰層は、最終的には4層に分

離できたが、これは、断面観察壁を一瞥する機会を得

て初めて可能だった分層で、遺物取り上げなどの精査

時は見分けることができなかった。また、灰層は、質

色に類似性が強いため、短期間で形成されたものと憶

測し、分層なくしても遺物の出土相に変化ないものと

楽観した部分もあった。

ところが、灰層からは、上位で主体となる4類土器

の他に、無視できないほどの2類土器が出土している。

今となっては確定できないが、出土高や位置などから

しても、多くは灰層でも最下位のⅢ I層に含まれて

いたと考えられる。

これらは、撹乱による混入というよりは、自然堆積

の結果と考えられる。したがって、早期後葉を示す文

字をあてたが、最初期の灰層であるⅢ I層は沈線文

系期に堆積したものと判断できる。

また、Ⅲ J・ ⅢL層の腐植質土も遺物取り上げ時

には一括して扱った。こちらは、灰層などが岩盤を伝

う水滴や湿気によって変質した層である可能性が強

い。となれば、湿気の軌跡でしかない両層の傾斜を無

視し、遺物の分布高や位置を目安に周辺のⅢ I層や

ⅢG層などにあてることができる。報告までに整わな

かったが、腐植質土出上の4類と2類は、このような

方法で帰属別に分離できると考えられる。

-90-



第41図  ,同穴内の土器出土層比率
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第43図 前庭部ブロック別の出土土器
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第45図 7～ 9列上の土器垂直分布
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10011・ J列上の土器垂直分布
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第47図 K・ L・ 洞穴主軸上の土器垂直分布
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増加する。だが、該当する資料数が少なく、実態か誤

差かを判断できない。

このほか、少数の1類や 3類も見つかっているが、

洞穴内ではこれに見合うV層の堆積はなく、いずれも

ⅣB層で出土している。

一方、第43図には前庭部の7Kから8M付近のブ

ロック高ごとの出土相を示した。第 1節でも述べたよ

うに、前庭部の土層は見分けづらく、分層にしたがっ

た遺物の取り上げは不可能でぁった。しかし、洞穴内

で欠落していた 1・ 3類を含め、全時期の遺物が出

上しており、包含層も厚い。図示したグリッドは、出

土土器の種類・量とも特に恵まれた地区である。

同図では、撚糸文系から竹管文系まで、各ブロック

ごとに現れた相対的な上下関係が、おおよそ製作の先

後と一致している。このことは、前庭部では大きな包

含層の撹乱や、洞穴堆積上の急激な流出がなかったこ

とを証明している。

また、山形押型文土器の出上位置にみるように、全

体は、洞穴主軸方向に沿った南西に傾斜している。こ

れに加え、たとえば8L08Mグ リッドなどでは、

空自のブロックをはさんだいくつかの高度で同じ趣旨

の分類群がまとまって出土する傾向がある。

だが、7L-29ブ ロック付近の出土土器は、整理時

の誤りか、押型文土器が混入するなど、混乱している。

また、同じ個体である91092と並んだ資料の時期差を

みる限り、これらのすべてを無条件で往時の共伴関係

に該当させるわけにはいかないようである。

さらに、第44～47図には、出土地をひかえた土器の

個別の断面投影を示した。このうち、洞穴内部の断面

では、めまぐるしくいれかわる土層の変化を考慮する

と、どうしても対象の投影幅が狭くなり、その個数が

減少してしまっている。第44図がとくに著しいが、 3

列・ 4列断面では、ほぼ土層の認識と合致した土器の

分布が認められる。

しかし、 5列ではⅢ I・ ⅢL層付近の沈線文系土

器が、 6列では最上層の前期中期土器の分布が、分層

の結果に矛盾している。日U者は、日U述の腐植質層の形

成過程に照らせば、灰層下位、あるいは相当部の十分

な位置関係にある。だが、後者では、雨垂れが作り出

したV字中の条痕文系土器の分布も含めて考えると、

ⅡA層は、 IA層分布高を含めた最上層にのみ分布

していた可能性が強い。

次の第45図では、時期ごとの土器分布関係が出上高

の差によく現れている。いずれの場合も、北側の下層

に存在したVB層やⅥA層の初期堆積層ではまった

く遺物を含まず、条痕文系を除いて分布は南の洞穴主

軸線上で終始する。

7列 08列では、下層から、撚糸文系、押型文系

3A、 同3Bと沈線文系、条痕文系 4A、 同4B、

竹管文系へと、おおよそ地山の傾斜と同角度で分布し

ている。だが、 9列では、竹管文系と条痕文系は同様

であるものの、沈線文系と押型文系土器の分布傾斜が

逆転している。

これは、次頁第46図の10列断面図にみるように、山

津波など、外来的で短期の堆積であるⅣCOⅣ D層

の影響と考えられる。両層の分布は、11列ではさらに

厚く、 2m以上の無遺物層がこれを象徴している。

また、第47図のL列断面も、西方からの空白がこの無

遺物層の広がりを反映している。

この他、遺物の垂直分布では、分層による遺物の取

り上げが行えなかった前庭部や、土壌水洗で検出した

遺物や骨貝類の目安になるように、各小グリッドごと

に標高で分離した水洗ブロックの相対的な深度をわり

出し、分類などに当てはめた。

洞穴遺跡の調査区は、斜面地に異なる厚みで唯積し

た包含層が対象であり、垂直分布の統計は絶対標高を

目安に行うことはできない。そこで、各小グリッドご

との全掘削深度を 1、 下限を0と し、その間に属する

ブロックの全掘削深度に対する相対的な深さを0.05単

位で算出したものである。

この方法は、初期値の制約や相対数値のまるめ方や

出現の頻度差など、厳密な統計方法とはいいがたい。

だが、土壌水洗を経て検出した遺物などの垂直分布を

考える大まかな目安にはなるだろう。そしてまた、出
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第48図 土器の相対深度別出土比率
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第49図 土器の類別出土相対深度
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第50図 土器の全分類別出土相対深度
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上位置をひかえた遺物などもあわせ、遺跡から発見し

たすべてを同じ基準のもとで一括して扱える手段とな

るはずである。また、誤差をおさえるため、各分類の

集計は、掘削の総高で0。 5mを超すブロックのみを対

象とした。そして、洞穴の内と外では早期前半の土器

の出土率に極端な差があるため、洞穴内と前庭部とに

分けた集計も行っている。

第48図には、その相対深度ごとの各土器分類の出現

率を示した。最上部の数値1.00付近では、洞穴部、前

庭部、そして全体ともに前期以降の上器でほとんどが

占められる。とくに、洞穴内では、その傾向が強く、

1・ 3類など、古相の資料が少ない分だけ、より下位

の深度から前期土器が出現する。

これに対し、前庭部では、洞穴部とは逆に、 1から

3類が下位の出現種を独占している。そして、最下層

での出現率を三分する1類と3類は、大方が掘削高の

下位1/3ま でに出土している。

さらに、第49図には、土器の類別を優先した相対深

度の分布を示した。こちらでも、早期と前期の間に極

端な変化がみられ、これは、全体・洞穴部 0前庭部

の、集計三対象のいずれにも共通する。また、全体と

前庭部では、早期類別の出現率の頂点が、撚糸文系か

ら押型文系へ、さらに沈線文系から条痕文系へ、順に

上位に移りかわっている。

対して、前期以降では、このような傾向がでない。

これは、包含層の層厚が結果的に十分発達できなかっ

たのと、資料の絶対的な数量の不足が可
:テ

」にはたらい

ていると考えられる。それでも、前期土器は中期より

下位から出現し始めるなど、細かなきざしをとらえる

ことは可能である。

さらに、第■図は、土器の全分類種を対象に相対深

度による出現率を表した図である。資料の不足から、

極端な傾向が現れた lC01D種 などを除けば、第

49図 と同様の、そしてさらに細かな個別種間の傾向を

見取ることができる。

早期土器の1から3類では、やはり前庭部でばらつ

きのない傾向がでている。 1類の多くを占めるlB

種は、より掘削下限に近い位置に集中し、これに次ぐ

のが3A種となる。以下、3B種や3C種、あるい

は沈線文系の各種が続く。

また、沈線文系では、2A02B種 に大きな差は

みられないが、2D02Eの 二種は、前二者より比

較的上位に重心が存在する。この他、 3D種のみが

1類と同様、常に下位から出土しているが、実際に古

いのか、統計の誤差か、半j断がつかない。

もっとも出土量の多い4類は、それがために大きな

稜が形成されないが、逆に確実性が増加する。各集計

ともに、4Aから4Cまでの三種では、4A04CO

4Bの順で下位からピークを迎える。とくに、4A

種は沈線文系の一部とほぼ同じような深度分布とな

り、鵜ケ島台式前後の時期を念頭にした4B種との

分離は、大勢で誤りないことを示している。

また、第51図では4類中の3種だけを比較したが、

洞穴内での4C種は、下層に集中する4A近 くにピー

クをもつ。そして、前庭部では中層と上層に分かれた

4A・ 4Bのほぼ中間に出土値の稜がある。このよ

うに、条痕・擦痕文のみで4A04Bど ちらの有文

土器に伴うか判断に迷う4C種であるが、どちらか

というと4A種への傾斜が強く、出土率はB種との

出現比以上に及ぶと考えられる。

以上、洞穴内と前庭部の大まかな土器の出土傾向に

ついてみた。分布は、平面・垂直とも洞穴主軸に沿っ

た南西への傾斜のなかで広がっている。各期の平面分

布範囲は、出土率と対応し、遺跡利用の開始から早期

後葉までの一律な拡大を経て、前期以降の限定された

使用へと移行する。

また、それら垂直分布は、大きな波乱なく、おおよ

そ実際の堆積時の先後を保ちながら分布しており、平

面分布と符合するように、とくに早期と前期の端境が

はっきりと分離できる傾向があった。この時期的な分

布の特徴は、石器や骨貝類でも共通するはずだが、分

類の手法や遺存環境の関係から、土器でのみ現れたも

のが多かった。
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第51図 土器 4類の相対深度別出土比率
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(3)石器の出土状態

右表にも示したとおり、今回の調査では総20,6η点

の石器類が出土した。このうち、18,753点が土壌水洗

作業で検出でき、さらに表採などの出土地不明56点を

差し引いた1,861点が出上位置を控えたものである。

石器製品は1,209点を数え、 6点の石製品類とあわせ

れば、総計1,215点となる。

その石器製品に限り、器種別の出現比でみたのが第

52図である。調査区全体で出上した石器製品は、約半

数が定型 0不定形の礫器で占められ、残 りを小型・

大型の削器、石鏃、そして磨石類が三分する。

だが、これをさらに洞穴部と前庭部にわけると、石

器を秤に掛けたような変化があらわれる。すなわち、

洞穴部では、全体とくらべて石鏃 0削器の軽量製品

の出土率が増し、両者で半数を占める。反面、これに

押された礫器と磨石類の重量物が減少する。

前庭部はこの逆で、礫器 0磨石類の出土率が増加

し、軽量製品の比率が減少する。また、前期以降の石

斧類は、いずれも洞穴かその至近で発見され、早期の

スタンプ形石器は前庭部で発見されている。また、装

飾品 0石製円盤などは、洞穴内で検出できた。

さらに、第15表と第53図を頼りに平面分布をみると、

全体の分布域や濃淡は、第34図に示した土器の分布と

ほとんどかわりないことがわかる。その多くは、灰層

の中央を避けた洞穴主軸方向に分散するが、土器より

第 52図 出土石器製品の類別比率

全 体(1215点 )

1類

17.5%

3類
42.3%

3類
鴨 .蝋

やや南での出土率が高く、洞穴奥での分布が薄いのが

数少ない変化でもある。

そして、第54図以下の類種別平面分布を加えると、

より細かな分類ごとの傾向が見て取れる。このうち 1

類は、水洗選別遺物も含めた第15表でみると、洞穴内

の比重が高く、未製品のF類はほとんどが 6列まで

に分布していた。

また、黒曜石・チャート製の小型削器を分類した

2A種や、大型だが定型的な削器類となる2B種も

同じような傾向力寸旨摘できる。だが、礫器に通じる面

が多い2C02D種 は、前庭部にもそん色ない量が

分布している。また、第55図に示した 3類の礫器は、

石器分布域のほとんどを網羅する。 3B種が前庭部

L列西部に多い。しかし、傾向があるが、3AeCO

D種にはこれといった傾向を見いだせない。

これに対し、第56図に示した4～ 7類では、石斧類

は洞穴内、スタンプ形石器は前庭部に分布していた 4

から6類の傾向は、前述したとおりである。また、磨

石類の出土は4K以南・以西がもっばらで、洞穴内

にはわずかしか入り込まない。そのなかで、7B種

の凹石は、雨垂れ下を避けるように、洞穴内と7列以

西に分布域が三分されている。

さらに、第57図の剥片類のうち、黒曜石を素材とし

た8A類は、小片が多く、出上位置を記録できたも

のが少ない。同図では前庭部の南西方に集中するよう

洞穴部(291点 )

6類
0。 2% 7類

12.7%

1類
14.8%

前庭部(922点 )

9類
0。 2%

1類
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2類
22.マ%
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5も .5'1,

-106-

2類
15.4%

7類
10.9%

7類 9類
5.2%1.7%

4



lA lB lC ID lE lF 2A 2B 2C2D 2E 2F 3A、 3B 3C 3D 3E 3F 3G 7A 7B 7C 7D 8A  8B  8C 計

Ｇ

Ｈ

Ｉ

９．

０．

１８

１８

Ю

３

３３

８５

２９

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

８１

８２

％

７４

”

∞

８７

９１

２８

８９

１９

２

１９

・９

３７

２５

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

５８

５２

襲

１６

１３

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

５
３８６
５３３
協
獅
躍

３

４９

６７

３６

３２

郷

ω
膨
２２５
３９３
似
３９８

１‐８
酬
卸
２３５
切
２３５

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

１６

８７

４

６４

２３

８９

３４

３５
２７３
躙
３３０
２・０
晰
躙

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

１

４

１

‐９

２３

５９

‐５

１

１

２５

３２

Ю

８

侶

１

７

１４

３０

ω

ｌ７

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

‐
３４
９
３９
独
翻
２２２
．

４

８

２３

３６

３７

６６

１

４１

２７

７９

３８

″

％

４

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

１

４

３１

”

５６

９６

３

■

９

８

２１

０

２

■

７６

“

％

６６

０

Ｇ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

12L

遺構 22     7    70 99

人骨

不 明 22    10    22 56

総計 89 43  9  2 23 47 44 10 34 91  13 18 65 23199263 16 17 61 79 23 29  1 5108  3459 10888 20670

第 15表 グリッド別出土石器集計表
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第53図 出土石器の類別平面分布
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第54図 石器 102類の平面分布
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第55図 石器 3類の平面分布
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第56図 石器 4～ 7類の平面分布
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第57図 石器 8類の平面分布
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１

１３

６

９

１８

”

１８

４

０３

０３

０３

０３

０３

０３

０３

０３

“

“

ｍ

４６

４

弔

２

４１

“

３９

３８

３７

３６

Ｍ

脚

・
７５

・
６５

ω

・
５０

Ю

・
３５

・
２５

・
１５

・
１０

ｍ

１０

２

１

２

４

１１

お

１

∞

２

２

Ｈ

ｌ０

３

５

１

４

１３

３

１

６

７

η

３４

８

８６

３
０３

０３

０３

０３

０３

０３

０３

巧

４

４３

４２

４１

“

３９

瀾

別

・
７０

・
６５

・
５５

・
４５

∬

６

３

１０

１１

５

１１

‘

第 16表 ブロック別出土石器集計表 (1)
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lFlElDlClRlA 7D7C

剛
酬
剛
０３Ｈ

３８

”
Л
“

“

２５

２０

１０

∞

‐０

２４

２０

６

２１

２

“

８

０３Ｈ
０３Ｈ
剛
酬
酬
酬
酬
剛
剛
０３Ｈ
０３Ｈ

４５

４４

４３

４２

４１

０

３９

３８

３７

３６

３５

剛
０・８５０・７５０・６５剛
０・５０囲
０・３５０・２５０・１５０・１０

１

１

３

　

‐３

１

２２

３

２

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

４６

４５

４

４３

４２

０

３９

３８

３７

３６

Ｍ

舶

前

剖

・
７０

・
６５

・
４５

・
３５

・
２５

，
２０

・
１０

ｍ

‐８

５

９

５

１

２

５

５

２

４

３

‐９

３５

４８

３８

０３１

０３Ｉ

皿

餓

鰤

皿

酬

酬

酬

酬

６

６

４１

０

”

器

３７

３６

３５

黙

側

・
９０

御

罰

・
４０

３５

・
２５

・
１５

・
１０

ｍ

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

０３‐

４５

４３

４２

４‐

４０

３９

３８

３７

３６

３５

３４

０・８５０，７００・６００５５
咄
０・４００・３００・２５０・１５０・０５鰤

３

ｎ

ｌ６

８

１

３

ｌｏ

１２

３

２

４

１２

２８

３３

３０

４

２１

１６

０３

０３

０３

０３

０３

０３

０３

０３

０３

０３

０３

ｍ

４

４３

４２

４ｌ

Ю

３９

３８

３７

３６

３５

３４

器

・
９０

・
８５

，
７５

・
６５

・
６０

・
５０

Ю

・
３５

・
２５

１５

・
１０

ｍ

８

１２

８

％

％

”

“

７

６

４

２２

９

８

柘

８

２

４

１

８

６

２０

２

”

”

厠

１９

０３

０３

０３

０３

Ю

“

３７

●

∞

６５

５０

ｍ

町

町

町

町

町

町

町

酬

Ю

３９

３８

３７

“

“

■

“

側

・
９０

・
７５

・
６５

・
５５

，
４５

・
３５

・
２０

２

　

８

１

２

１

２１

８

１０

１

２４

１６

３６

１２

２７

電

0.00

０４

“

０４

∝

“

餌

餌

０４

０４

０４

４５

４４

４３

４２

４０

３９

３８

３７

３６

Ｍ

∞

。
９０

ｍ

・
７０

・
５０

却

・
３０

・
２０

・
１０

ｍ

３

５

‐３

８

‐８

８

３

２

１

３

‐３

２９

２６

３２

３９

２‐

４７

０４Ｈ

０４Ｈ

０４Ｈ

剛

剛

０４Ｈ

０４Ｈ

０４Ｈ

０４Ｈ

０４Ｈ

Ⅲ

４

４３

４２

４１

４

３９

３８

３７

３６

３５

●

晰
０・７５０・６５０・６００・５００・４００・３５０・２５０・１５０。１０鰤

８

　

‐２

６

‐４

　

‐５

４２

１

３

４

２

９

１

‐２

２

５

６

‐０

８

７

２２

‐６

４５

５

３‐

４５

９

８

04H
04H

1.(X)

090

l  l

1 2

第 17表 ブロック別出土石器集計表 (2)
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lFlElDlClRlA 2A 2B 2C 2D 2E 2F 7D7C7B7A RA RB RC
０４

０４

０４

０４

０４

０４

“

０４

０４

０４

Ｍ

巧

４

４３

２

４１

“

３９

３８

３７

３６

％

め

７５

６５

∞

”

０

３５

２５

１５

Ю

ｍ

１

２

　

‐０

３

６

９

　

１

‐３

３

６

９

９

”

”

”

１８

２

１４

２

１３

“

“

“

∝

“

“

０４

０４

０４

０４

“

“

“

“

４

４３

２

４１

０

３９

３７

３６

３５

３４

３３

３２

∞

”

∞

７０

“

５５

５０

３５

３０

２０

１５

０５

∞

４

　

６

３

７

●

４

１６

１９

７

８

１

２

１２

５

２０

２４

１３

∞

１５

４３

３７

２２

田

Ｒ

“

４５

４

４３

４２

４１

０

３９

３８

３７

３６

３５

３３

∞

∞

８５

７５

η

∞

５５

４５

０

３０

２５

１５

ｍ

４

　

　

‐０

６

９

３

２

９

２

６

２

４

６

１０

３２

２２

２３

６

‐３

３０

３０

‐２

‐４

１

６

４

螂

２

４１

“

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

∞

∞

８５

７５

７０

∞

５５

４５

０

３０

２５

１５

０５

ｍ

２

５

２８

３１

１

　

　

４

１７

１

１２

１７

３

‐５

３５

１

１

１

５

７

１

３

‐０

３

５

５１

∞

８

１２

■

６６

２９

４

２１

３２

４

２１

４

弔

２

４ｌ

Ю

３９

器

３７

３６

３５

３４

３３

υ

∞

８５

７５

７０

∞

５５

４５

０

３０

２５

１５

０５

ｍ

４

１

７

１３

”

３

４

４

■

　

　

１

４

１２

２

１８

１５

４

１４

８

１０

１７

３

１３

４

Ｈ

４

８

２

４１

０

”

器

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３ｌ

ｍ

。
９５

・
８５

。
８０

。
７５
“

ｍ

・
５５
“

却

・
３５
あ

・
２０

・
１５
価

舶

１８

１３

５

９

６

１５

１５

％

５

１８

　

８

１

１

１

５

２

４

９

７

４

　

７

■

２８

５

８

３

１９

１９

２１

１６

１６

２８

２５

３２

１０

２５

１２

Ю

９

１０

町

町

呵

四

四

町

剛

剛

四

町

町

四

凹

側

４５

“

慇

４２

４１

“

３９

器

３７

３６

３５

３４

３３

２

佃

刹

島

・
７５

ｍ

ｍ

・
５５

・
４５

却

・
３０

・
２５

。
１５

価

ｍ

２

１

２

１

０

５

２８

４

４

４２

■

２

５

２

３

Ｈ

８

８

“

１６

８

３９

２０

６９

３４

04J

041

４１

“

0。9()

085

14

4 4
4 刻

９

第 18表 ブロック別出土石器集計表 (3)
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四

呵

町

町

町

町

町

Ⅲ

３９

田

３７

”

馬

”

３２

２

瀾

ｍ

“

馬
調

・
３５

剖

ｍ

明

呵

町

町

町

同

呵

呵

四

町

町

町

町

町

四

〇４１

６

４

２

４１

０

３９

器

３７

％

馬

＆

“

３２

３１

器

ν

Ⅷ
晰
０・８５０。７５０・７００・６５剛
０・５５囲
帖
囲
０・３５０。２５０・２００・０５鰤

１

９

Ｈ

ｌ９

１８

６

４

５

１

５４

２８

１２

２

１

７

１４

“

お

“

“

１３

３１

１３

１１

“

５２

“

２

凹

四

町

凹

町

町

町

町

町

町

明

四

凹

町

０４Ｊ

町

０４Ｊ

四

〇４１

４

８

４２

４１

０

”

器

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

硼
晰
鰤
晰
０。７５０。７０晰
蜘
晰
囲
帖
囲
０・３５０２５
囲
０。１５０・１００・０５鰤

３

Ю

３

７

９

３

３

２３

Ю

５

７

４

２４

２

　

１

器

３

２１

３

３

６

１２

５

３５

１７

４３

１６

３０

１

２５

２８

４１

１３

“

２

１７

７

１

９

“

“

“

％

％

２

６５

３５

∞

2

Ⅲ
０４Ｋ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ

路

２７

２６

２４

２３

ｍ
ｍ
ｍ

却

ｍ
“

“

“

“

“

“

“

“

“

“

∝

“

∝

“

“

“

Ｍ

Ю

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３ｌ

ｍ

２９

８

２７

２６

２５

％

舶

・
９５

，
８５

ｍ

・
７５

。
７０

ｍ

・
５５

・
５０

・
４５

・
３５

・
３０

２５

。
２０

・
１０

“

ｍ

７

６

３３

９

‐０

‐５

６

‐０

‐０

２４

‐７

８

３６

９

９

１

　

３

６

１４

２

３

７

１

２

６

６

２

”

９

８

２

８

１４

“

４１

”

“

１８

１４

１５

“

∞

１３

７１

０

“

３

“

“

“

“

∝

“

“

∝

∝

“

“

“

“

“

“

∝

“

“

４ｌ

Ю

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

佃

・
９５
ｍ

馬

・
７５

ｍ

・
６５

御

罰

・
４５

Ю

・
３５

・
２５

，
２０

。
１５

・
１０
価

ｍ

１

　

　

２

３

　

　

１

６

９

３

‐７

６

‐８

５

５

４

１

４

　

１

１

１

８

９

２２

３

　

３

３

７

７

Ｈ

器

１４

１

６

２

１

５

５

Ю

ｌ４

３４

１９

Ｈ

２９

５８

２８

４６

３５

５２

２３

７

帆
帆
帆
帆
帆
帆
帆
帆
ｍ

∞

”

お

″

％

あ

Ｚ

８

”

ｍ
島

・
７５

ｍ

罰

。
３５

・
２５

・
ｌｏ

ｍ

３

１７

１２

９

２

９

１９

１

２
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lFlElDlClBlA 2A 2B 2C 2D 2E 2F RA RR RC RD 3E 3F 3G 7A 7B 7C 7D
帆

帆

０４Ｌ

帆
帆

帆

０４Ｌ

０４Ｌ

帆

帆

０４Ｔ
′

∞

”

８

２７

２６

％

２

郎

２

２ｌ

ｍ

硼
剛
囲
０・７０圃
囲
囲
囲
０２０
０・１０鰤

５

５

３

１５

１２

１６

１６

６

Ю

２５

６

０４Ｌ
阻

帆

帆

帆
帆

０４Ｌ

０４Ｌ

帆
帆

帆

帆

０４Ｌ
帆

帆

帆

帆

皿

０

３９

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

Ⅷ
晰
幅
０・７５囲
０・６５圃
０・５５０・５０Ｍ
囲
０・３５眺
囲
０・１５０・１００・０５鰤

４

　

　

‐２

４

２０

５

２

　

５

７

‐４

３

３

　

　

２

２

　

４

３１

３４

Ｈ

　

ｌ

３

４

１３

１５

６

３

２

１

６

４

３

６９

譴

‐０２

３５

２４

１７

１６

１５

４１

２０

Ю

３

０４Ｌ
０４Ｌ
阻
０４Ｌ
帆
帆
帆
帆
阻
帆
帆
帆
帆
帆
帆
帆
帆

３９

３８

３７

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

”

硼
晰
剛
０・７５０・７０晰
蜘
０・５００・４５囲
０３５
囲
眺
０。１５０・１００・０５鰤

２

１

‐０

２３

３０

１

７

１

４

３

２

２

９

２

７

２２

６５

０

“

１２

８

７

１３

２５

Ю

ｌ２

４

“

０５

０５

０５

４６

４５

４

“

ｍ

ｍ

Ю

。
２ｏ

５

あ

１５

１

４

１５

“

‐

１０

４‐

６２

1.∞

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

剛

酬

４５

４

４３

４２

４１

“

３９

３８

３７

剛
０・７５晰
晰
帖
０・３５０・２００。１０鰤

Ю

６

Ｉ

ｎ

７

２８

１５

１

５

”

１３

１０

６

４

１

４

■

１２

３６

２６

２３

４１

２３

６

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

剛

剛

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

４６

４５

４

８

４２

４１

“

３９

器

３４

３２

Ⅷ
剛
晰
囲
０・７００・６５０・５５０・５０囲
０・１５鰤

３

１０

５

７

１４

２４

７

０

１

１２

３

５

２４

５

１２

１８

”

１３

４

１

２６

剛

剛

剛

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

０５Ｈ

剛

０５Ｈ

０５Ｈ

４５

４

４３

４２

４１

４０

３９

３８

３７

３４

３３

Ⅷ
鰤
０・８５０。７５０・６５圃
囲
０。４００。３５０。１０鰤

１２

１２

■

１０

２

６

１６

２５

　

２

１３

１２

１７

”

１５

１８

”

３１

１

５

３
０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

４５

４

４３

４２

４１

０

３９

３３

劇

硼

剛

鰤

囲

０
。
７０

０
・
６５

０
・
５５

０
。
１５

鰤

７

２

５

６

■

６

２

４

８

３

５

７

２０

‐６

３９

６

３

皿

肛

鍼

鍼

４６

４５

４

８

∞

“

・
８５

脚

４

４

８

お
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2A 2B 2C 2D 2E 2「 3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 7A 7B 7C 7D
０５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

囲

０５Ｉ

０５Ｉ

囲

０ ５Ｉ

０５Ｉ

０ ５Ｉ

０ ５Ｉ

０ ５Ｉ

４２

４１

０

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

０。７５０。６５囲
晰
０・４５囲
０・３５０・２５０・２００・１５０・０５鰤

１

１０

　

１０

１１

１８

１４

１８

７

”

８

６

ｎ

４

１０

１２

８

１６

２３

８

３９

１０
０５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

囲

０５Ｉ

０５Ｉ

０ ５Ｉ

０ ５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

４３

４１

個

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

０・８５０・７５０。７０剛
０。５５囲
０。４５０・３５０・３００・２５０・２００・１００・０５鰤

６

１

８

■

１２

８

７

１５

”

５

５

９

５

１
０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

０５‐

４６

４

４３

４２

４１

“

３９

器

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

硼
晰
囲
０・７５０・７０蜘
晰
０・５００。４５０・３５０・３００。２５囲
０。１０鰤
鰤

２

３

４

４

１８

■

１５

２

”

６

８

１８

３

１５

４

２

５

８

１６

７

３４

１２

１７

２５

３９

６

１３

２３

１３

“
肛

囲

０５Ｉ

０５Ｉ

０ ５Ｉ

０ ５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

囲

固

０５Ｉ

０５Ｉ

０５Ｉ

６

“

４３

４２

４１

４０

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

∞

・
９５

・
８５

・
８０

・
７５

・
７０

・
６０

・
５５

。
５０

・
４５

・
３５

・
３０

・
２５

・
２０

・
１０

・
０５

ｍ

８

３

３

５

１０

３

１９

２３

１２

８

Ｚ

４

３４

２２

１６

１０

３

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

町

町

町

町

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

町

町

町

悧

４

４３

４２

４１

４０

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

∞

２９

硼
０・９５晰
囲
０・７５０・６５圃
０・５５０。４５０・４００。３５眺
囲
０・１５０・０５鰤

１０

１０

１２

１４

１８

１５

１４

２７

８

２２

１０

１

３

７

２

　

　

４

３

‐６

９

４

２

１

５

１

９

５

４

Ｍ

２９

１４

１９

２０

１９

４６

２２

２８

１８

Ｒ

町

町

町

町

呵

町

町

町

町

町

町

呵

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

町

町

町

０５Ｉ

４５

“

４３

４２

４１

“

３９

器

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

Ⅷ
Ｏ・９５０・９００・８５０，７５０・７００・６５囲
晰
囲
０・４５囲
０。３５０２５
囲
０・１５０・１０咄
剛

４

７

３

１０

１３

１９

６

９

２６

８

２７

７

４

３

１４

４

２

４

３

”

１０

８

１

１

１

３

５

６

１３

６

４１

％

器

９

１３

２８

８

３１

１３

４９

Ｈ

２６

３

１２

1_(X)
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サごGr zlrGr lFlElT)lClRlA 2F2E2D2C2R2A 3G3F3E3D3C3B3A 7A 7B 7C 7D RA 8B 8C
０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

町

０５Ｊ

町

町

町

町

０５Ｊ

０５Ｊ

Ⅲ

“

２

４１

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

∞

”

郎

η

％

０・９５０・９００・８５０・７００。６５０・６００・５５０・５０Ｍ
囲
０。３５０・２５０・２００・１５０・１００・０５剛

５

お

１３

３

”

１６

１

９

２

２

２

２

１１

“

２０

２６

４０

２７

ｌ

Ｈ

３

３

５

Ｈ

ｌ２

１８

１３

８

９

町

町

町

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

０５Ｊ

町

町

町

町

町

町

町

町

町

０５Ｊ

０５１

４３

４２

４ｌ

Ю

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

∞

９５

９０

８５

８０

７５

７０

６５

５５

５０

４５

Ю

３５

３０

２５

２０

１５

１０

７

２

８

１６

”

　

５

８

１７

　

６

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

２

４１

“

”

器

３７

“

“

秘

“

２

３１

∞

２９

器

２７

２６

２５

２４

ｍ

・
９５

ｍ

・
８５

剖

・
７５

・
７ｏ

・
６５

御

・
５５

罰

・
４５

。
４ｏ

・
３５

・
３ｏ

・
２５

・
２ｏ

・
１５

・
ｌｏ

Ю

　

ｌ

ｌ３

５

Ｈ

３１

４３

８

１６

４８

１３

１７

２２

１８

５

５

４

１

１３

１

２

”

１３

２

５

Ю

ｌ６

２

６２

１８

２３

３３

お

１４

１５

４

Ⅸ
Ⅸ
ば
Ⅸ
Ⅸ
ば
Ｍ
Ｍ
は
ほ
ば
ば
Ⅸ
は
ほ
ぼ
Ⅸ
Ⅸ
は

“

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

∞

９５

９０

８５

７５

７０

６５

∞

５５

５０

４５

Ю

３５

２５

２０

１５

１０

０５

∞

１３

１８

１５

３

２

４

Ｈ

３４

３９

６０

Ｈ

ｌ３

■

８

７

５

２７

２

１６

２６

１５

１０

５

２６

３１

∞

毬

ω

Ｈ

ん

”

”

１０

１２

５

１ｌ

Ｒ

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

ｍ

Ю

３９

３８

３７

％

“

３４

”

２

３１

∞

”

郎

η

％

％

”

・
９５

刹

・
８５

・
８０

・
７５

・
７０

・
６５

・
５５

・
５０

・
４５

・
４０

。
３５

・
３０

・
２５

。
２０

・
１５

・
０５

９

１６

１３

９

１５

１２

却

１９

７

２

１３

７

６

４

７

”

５

０５Ｋ
は
は
は
ぼ

Ю

３９

３８

３７

３６

∞

９５

９０

８５

８０
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1lA lFlElDlC 3A 3B 3C 3D 3E RF RG 7A 7R 7C 7D 8CRB8A 9
０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

０５Ｋ

３５

３４

３３

３２

３‐

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２‐

２０

０・７５０。７００・６５蜘
０・５５０・５００・４５囲
０・３５０。３００・２５０。２００・１５０・０５鰤

４

‐９

９

６

５

３

３

　

　

５

‐０

９

７

１

５

９

３９

２１

２０

２２

２８

８

８

７

２３

２８

１８

Ｈ

２

１８

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２１

２０

∞

９５

”

８５

Ю

７５

Ю

６５

∞

５５

５０

４５

４０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

Ｍ

２

１

３

７

１２

９

１５

侶

３１

１８

５

５

１４

７

２

７

１８

４

１

４

１６

５

１４

１２

３

２

　

３

６

４

３

５

８

４

１

３

４

４

３

１０

２５

％

２５

３２

６１

３９

２１

１６

１４

２２

１３

９

１６

２４

６

７
５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３‐

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２‐

Ⅷ
ｏ・９５ｏ・９ｏｏ。８ｏｏ・７５ｏ，７ｏｏ・６５剛
囲
ｏ・４５ｍ
ｏ・３５ｏ。３ｏｏ・２５ｏ・１５ｏ・‐ｏｏ・ｏ５鰤

５

１

２４

９

２７

２５

‐３

‐２

６

‐８

３

‐９

２５

１

３８

５

‐５

３

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

５Ｌ

３９

“

３７

％

“

例

“

２

３１

∞

”

露

η

％

為

２４

２３

２２

２１

”

硼
０・９５剛
０・８５０・８００・７５０・７００・６５０・５５囲
０・４５囲
０・３５０・３００・２５０・２００・１５０・１００・０５鰤

１

　

　

１

１

‐６

２

　

　

３

‐２

‐０

‐５

　

４

３

１

１

１５

１

３

１９

３８

６５

３３

７

７

２４

２６

８

“

１０

２７

３４

１０

３

９
０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

０５Ｌ

帆

０５Ｔ
′

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３‐

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２‐

２０

１７

側

。
９５

。
９０

・
８５

，
８０

，
７５

，
７０

・
６５

醐

・
５５

・
５０

。
４５

却

・
３５

，
３０

・
２５

。
２０

・
１５

ｍ

１

３

７

２２

‐３

５

２

６

５

２

２

６

９

７

‐６

８

８

‐０

３

0.55 12

06G

06G

“

弔

1.∞

OR5
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lF IlElDlClRA A 2B 2C 2D 2E 2FI A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 7D I7C7B7A

０６

０６

０６

４２

４１

“

鰤
囲
噺

０６

０６

“

Ю

３９

η

７５

５０

ｍ

０６Ｇ
臨
０６Ｇ
臨

４１

０

３９

３７

硼
０，７５０・５０鰤

０６Ｈ
０６Ｈ
剛
０６Ｈ
剛
０６Ｈ
剛
０６Ｈ
剛
剛
０６Ｈ

４２

４１

０

３９

３７

３６

３５

３４

３３

３２

劇

剖

・
７０

“

・
５５

Ю

・
３５

・
３０

・
２０

・
１５

・
０５

ｍ

８

１１

１４

■

１２

７

３

ｍ

３

１

２

剛
剛
０６Ｈ
剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
酬

４３

４２

４ｌ

Ю

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

Ⅷ
剛
幅
ｏ。７５ｍ
剛
ｏ・５５回
囲
ｏ・３ｏｏ・２５ｏ・１５剛

２

２

２

７

６

１

６

‐０

３

４

４

１

８

７

６

″

８

１６

１２

１５

５

４

６

２

１

剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛

“

４３

０

３９

３８

３７

３６

３５

３４

Ⅷ
剛
剛
囲
囲
０・３００・２００・１０鰤

剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
Ⅲ

４２

４１

“

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

別

剖

ｍ

ｍ

罰

却

。
３０

・
２０

・
１０

ｍ

皿

肛

固

肛

剛

肛

晰

晰

０６Ｉ

晰

０６‐

０６‐

０６‐

“

４２

４１

“

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

晰
０・８００。７５０・６５囲
０。５５Ｍ
囲
０・３５０・２５０。２００・１５０，０５

６

２５

５

７

３６

‐２

‐５

‐９

５

‐４

２２

１

１

２４

３９

２‐

８

４６

‐３

２０

‐９

９

２０

３‐

肛

０６Ｉ

晰

剛

０６Ｉ

剛

剛

０６Ｉ

剛

０６‐

剛

０６Ｉ

鰤

４２

４ｌ

ｍ

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３ｏ

０。８５０・８００・７５０・６５０・６００・５５０・４５０・４００。３５０・２５０・２００・１５鰤

６

１

１０

　

４

１

　

１

７

ｌ

Ｈ

２

１４

６

５４

ｎ

３６

７

■

２１

４３

３

２ｏ

９

０６Ｉ

晰

０６Ｉ

０６Ｉ

鰤

０６Ｉ

肛

０６Ｉ

晰

０６Ｉ

晰

０６Ｉ

Ｍ

４２

４ｌ

Ю

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

・
９０

“

・
７５

。
７０

ｍ

・
５５

。
４５

Ю

・
３０

・
２５

，
１５

・
０５

ｍ

７

７

　

３

‐０

３

４７

８

２

２

２

９

９

“

８

１４

■

６

”

１１

３

２

３

２

０６Ｉ

固

固

４３

４２

４‐

・
９ｏ

・
８５

ｍ
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1lA lFlElDlC 2A 2B 2C 2D 2E 2F 3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G
０６Ｉ

０６Ｉ

０６Ｉ

晰

０６Ｉ

０６Ｉ

晰

０６Ｉ

０６Ｉ

０６Ｉ

０６Ｉ

０６Ｔ

０

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

Ｍ

・
７５

・
７０

・
６５

・
５５

・
５０

・
４５

・
４０

・
３５

・
３０

・
２５

・
２０

ｍ

５

５

１９

４

１

６

あ

１

７

２

１

７

■

３５

９

５

８

２７

１

１５

郎

１

１
町

町

０６Ｊ

０６Ｊ

０６Ｊ

町

０６Ｊ

０６Ｊ

町

町

町

町

町

０６Ｊ

０６Ｊ

町

町

０６Ｊ

悧

Ⅷ
Ｏ・９５０。９０晰
０。７５０。７００・６５剛
０・５５０・５００・４５０。４００・３５０・２５０・２００・１５０・１００・０５剛

３

６

６

２０

４５

‐５

‐４

‐７

‐４

‐２

２５

３

２‐

１６

５

６

５

４

１

０６Ｊ

町

町

０６Ｊ

０６Ｊ

０６Ｊ

町

町

町

町

０６Ｊ

０６Ｊ

町

町

町

０６Ｊ

０６Ｊ

０６Ｊ

０６Ｊ

町

０６Ｉ

２

４１

４０

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２１

Ⅷ
Ｏ・９５０・９００・８５０・８００・７５岡
０・６５０・６００・５５０・５００・４５囲
囲
０。３５０・３００・２５０・２００・１５０・１０鰤

１

６

８

７

５

６

７

１５

５２

３１

１４

２６

１５

２０

３

■

６

　

２

４

１

４３

３

１２

３

ｎ

３

３

３

１

４

３

１

８

６

ｌｏ

５

１

３

８

１０

２

５６

Ｈ

２０

９

１８

１３

２１

６５

４

２０

３１

１７

３４

Ｈ

２３

■

１

５

１６

町

０６Ｊ

町

町

０６Ｊ

０６Ｊ

０６Ｊ

町

町

町

０６Ｊ

０６Ｊ

町

町

０６Ｊ

０６Ｊ

悧

Ю

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

％

０，９０晰
０，７５０・７００・６５０・６００・５５０・５０Ｍ
囲
０・３５０・２５囲
０・１５０・１０咄
剛

２

１４

囲

１８

１８

８

１７

２

１

　

２

‐２

２

３

１２

∞

６

４

２

４

３

３

７

Ｈ

ｌ６

５０

６

８

２４

３５

２５

２２

１５

２０

９

２

３

２

町

町

０６Ｊ

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

Ⅲ

４０

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３‐

３０

２９

２８

２６

２５

２４

２３

２‐

２０

‐９

ｍ

・
９５

ｍ

馬

剖

・
７５

，
７ｏ

・
６５

・
６ｏ

５５

・
５ｏ

・
４５

湘

・
３５

・
３ｏ

・
２５

・
２ｏ

・
ｌｏ

・
ｏ５

ｍ

７

１

　

１

９

９

１

‐０

２

１

５

７

７

‐８

２２

‐２

２５

５４

６６

３８

４８

２６

６

３０

７

‐２

２

７

２

２

∞

∞

“

“

０６

０６

器

３６

％

訊

３３

η

・
９０

，
７５

。
７０

・
６５

御

∬

７

８

１７

％

１０

６
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lFlElr)lClRlA 2A 2R 2C 2D 2E 2F 3A 3B 3C RD RE RF RG 7D7(,7B7A
０６

“

“

“

０６

０６

“

０６

０６

０６

３‐

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

・
５０

・
４５

Ю

・
３５

。
２５

・
２０

・
１５

。
１０

・
０５

ｍ

囲

１

　

２

３１

２０

２

１７

３

側

１

１

２

４１

％

６

２１

４

８

“

０６

０６

０６

０６

０６

０６

０６

０６

０６

０６

０６

０６

０６

“

“

“

“

“

“

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３‐

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２‐

２０

ｍ

・
９５

。
９０

。
８５

・
８０

。
７５

・
７０

・
６５

御

・
５５

・
５０

・
４５

Ю

・
３５

・
３０

・
２５

・
２０

・
１５

・
１０

鮎

３

９

３

１

１

１

１０

１７

１８

２２

１６

２０

６

１７

１０

６

７

６

４

１

　

　

　

　

　

１

　

２

５

　

‐３

２

２

４

１

４

６

１０

３

３

３

４

１８

１８

２４

２８

１９

路

８

２３

１９

Ю

２２

９

６

３

０６

０６

０６

∞

０６

０６

０６

０６

０６

０６

∞

“

０６

０６

“

“

“

“

ｗ

３７

３６

３５

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２ｌ

ｍ

鯛

・
９ｏ

・
８５

・
８ｏ

・
７ｏ

・
６５

ｍ

・
５５

加

・
４５

Ю

・
４ｏ

・
３５

・
３ｏ

・
２５

・
２ｏ

・
１５

ｌｏ

４

１

５

％

１７

あ

“

“

１６

１８

８

■

３

７

６

１

４

８

８

２５

３２

３０

”

４９

４３

１９

２４

１９

２３

４

１０

１３

０

Ⅸ
ば
ば
雌
Ⅸ
は
は
０６Ｋ
は
順
は
は
０６Ｋ
は
は
０６Ｋ
は
順
Ⅸ
朧

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２１

２０

１９

メ

・
９５

・
９ｏ

・
８５

・
８ｏ

・
７５

，
７ｏ

・
７ｏ

・
６５

ｍ

・
５５

・
５ｏ

。
４５

Ю

・
３５

・
３ｏ

・
２５

・
２ｏ

・
２ｏ

・
１５

ｌｏ

１

６

１５

■

１９

■

１５

”

３１

２２

Ｈ

“

３６

１６

１６

２５

２

５

９

２

０６Ｌ
０６Ｌ
肌
０６Ｌ
０６Ｌ
０６Ｌ
肌
胤
肌
胤
肌
胤
帆
胤
０６Ｌ
０６Ｌ
０６Ｌ
０６Ｌ
肌

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２１

２０

Ｍ

Ⅷ
Ｏ。９５０・９００。８５０・８００・７５０・７００・６５剛
０・５５０。５００・４５囲
囲
０・３５０・３００・２５０・２０鰤

３

■

４

７

Ｂ

ｌＯ

”

“

“

％

１７

１８

１７

５

８

２

２

１

２

１

　

９

１

３

‐１

５

‐０

３

１

５

１

２

４

１５

７

１４

”

１３

“

”

″

ン

２

３１

”

１４

１７

６

３

２

０６

“

“

“

∞

“

“

０６

“

“

”

∞

η

％

万

２

鯛

。
９５

・
８０

。
７０

・
５５

・
５０

・
４５

Ю
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A IB IC ID lE IF 3A 3B 3C 3D 3E 3「 3G 7R 7C 7D
０６Ｌ

０６Ｌ

帆

肌

０６Ｌ

０６Ｌ

肌

２３

２２

２ｌ

ｍ

ｌ９

１８

１７

０

，

４

０

．

３

０

．

３

０

．

２

０

．

２

０

．

‐

０

。

‐

Ю

ｌ

５

２

５

１２

‐０

‐２

６

８

２

９

１４

帆

帆

０６Ｌ

０６Ｌ

０６Ｌ

帆

０６Ｌ

０６Ｌ

０６Ｌ

帆

帆

０６Ｌ

０６Ｌ

０６Ｌ

帆

肌

０６Ｌ

０６Ｌ

肌

胤

３４

３３

３２

３１

３０

２９

器

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２１

２０

１９

１８

１７

１６

１４

ｍ

。
９５

ｍ

。
８５

・
８ｏ

・
７５

。
７ｏ

。
６５

ｍ

・
５５

・
５ｏ

・
４５

Ю

・
３５

，
３ｏ

・
２５

。
２ｏ

・
１５

・
ｌｏ

ｍ

“

４

９

１１

３５

２６

１２

１２

８

１０

１

８

１５

３

８

６

４

８

２

１

３

６

５

５

６

４

‐５

　

　

１

　

１

１

１６

７１

８

１８

１７

４

３４

１９

２２

１７

３０

３

１０

２８

１０

４

７

１

１

１

雌

０６Ｌ

０６Ｌ

０６Ｌ

０６Ｌ

０６Ｌ

帆

帆

０６Ｌ

０６Ｌ

０６Ｌ

０６Ｌ

帆

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２ｌ

ｍ

ｌ９

１８

１７

１６

１５

ｍ

ｍ

・
８５

・
７５

，
６５

ｍ

・
５ｏ

Ю

・
３５

。
２５

・
１５

・
ｌｏ

ｍ

４

８

１４

“

１３

３５

８

６

３

６

１

１８

１

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

０６

０６

０６

０６

０６

０６

０６

“

０６

０６

２９

２８

２５

２４

２３

２２

２１

２０

１７

“

∞

ｍ

。
７０

ｍ

・
５５

“

Ю

。
３０

・
０５

ｍ

４

６

１８

万

″

１

３

８

９

Ｈ

４

３４

３３

２

６

06M
06M

る

“

1.(X)

0.00

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

“

０６

０６

０６

０６

０６

０６

０６

∞

０６

０６

０６

０６

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２１

”

１９

１８

１７

１６

晰

硼
剛
０・８５０・７５０・６５囲
０・５０ｍ
Ｏ・３５０・２５０・１５０。１０鰤

４

１

１

　

１

８

５

２３

４

５

２

１３

１３

４

１２

４

８

１３

８

∞

６

”

３

２

鵬
ｍ
ｍ

４ｌ

Ю

器

∞

６５

ｍ

ｍ
ｍ
ｍ

４１

Ю

３９

∞

５０

∞

剛
剛
剛

３８

３７

３２

∞

∞

∞

l

31 4

０７

０７

０７

０７

”

３４

３４

３４

Ｍ

Ｍ

４１

“

３７

３６

３５

∞

８５

３５

１５

ｍ

π

π

π

π

π

７Ｉ

π

π

π

π

Ю

３９

器

３７

３６

３５

３４

３３

３１

２７

”

・
８５

・
８０

。
７０

・
６５

・
５５

・
５０

Ю

・
３０

ｍ

０７Ｉ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

０７Ｉ

０７Ｉ

２３４

四

四

四

剛

四

３９

３８

３７

３６

３５

３４

剖

・
７０

・
６５

・
５５

，
４５

∬
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lFlElDlClRlA RGRFRERDRC 7A 7R 7C 7D
０７Ｉ

Ｍ

０７Ｔ

怨
騒

四

３３

３２

ｍ

２５

２０

ｍ

０７Ｊ

町

岡

岡

町

０７Ｊ

０７Ｊ

呵

町

岡

０７Ｊ

町

０７Ｔ

囀

３８

３７

３６

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２５

Ⅷ
Ｏ・８５囲
０・７５０・６００・５５咄
ｍ
Ｏ。３５０・２５０・２００。１５鰤

町

町

０７Ｊ

０７Ｊ

町

町

町

町

０７Ｊ

岡

町

呵

町

岡

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

３７

３６

３５

３４

３２

３‐

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

‐９

鰤
晰
０・８００，７５０・６５蜘
０・５５０・５００。４５囲
０・３５０・３００・２５剛

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

３５

３４

３３

３２

３‐

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２‐

２０

‐９

‐８

‐６

０・８５０・８００・７５０，７００・７００。６５剛
０・５５囲
０・４５囲
０・３５０・３００・２５０・２００・２００・１５０・１０剛

７

ｌ

Ｚ

ｌ

２

２

２

４

１

　

　

５

１２

６

１

１２

５

馬

３

９

１６

”

２ｌ

ｍ

８

１７

７

１９

９

２

６

３

３

１

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

０７Ｋ

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

３５

３４

３２

３１

∞

”

”

η

％

あ

Ｚ

”

舵

２ｌ

ｍ

ｌ９

１８

１７

１６

６

硼
０。９５０・８５０・８００・７５０・７００・６５０・６００・５５０・５００・４５剛
０・３５０・３００・２５０・２００・１５０・１０咄
鰤

０７Ｌ

０７Ｌ

吼

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

帆

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

帆

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

３４

３３

３２

３‐

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２‐

２０

‐９

‐８

‐７

‐６

‐５

‐４

０・９００・８５囲
０・７５０・７００。７００・６５圃
０・５５０・５００・４５０・４００・３５０・３００・２５０・２００・２００・１５０。１００・０５鰤

８

１

２

７

‐３

１

４

３

２

３

８

２

２

２

　

　

１

２

‐７

２９

‐６

‐３

４５

‐８

‐０

２９

７

２４

３５

２‐

２４

‐６

７

３

２０

５

５

７

吼

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

四

騒

騒

四

四

３３

３２

３１

∞

”

∞

・
９５
ｍ

。
８５

・
８０
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lFlElDlClBlA 2A 2B 2C 2D 2E 2F 3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 7A 7B 7C 7D
０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

０７Ｌ

肌

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

Ｍ

２８

２７

２４

２２

２１

”

１９

１６

１５

１４

１３

，

０・７５０。７００・５５０・４５囲
囲
０・３５０・２００・１５０・１００・０５鰤

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

３４

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２３

２２

２１

２０

１９

１８

１６

１５

１４

＝

０。８５０・８００・７５囲
０・６５囲
０・６００・５５囲
囲
０・３５０・３５０・３００・２５０・２００，１００。１０咄
鰤

５

２

１

６

４

６

１０

６

６

１

２

５

■

９

１８

８

６

８

５
Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３４

５

３３

３１

∞

”

”

％

２

８

２１

”

１９

１８

１６

１５

１４

１３

・
９５

，
８５

・
８０

・
７５

・
７０

・
６５

・
５５

・
４５

・
４５

・
３５

，
３０

お

・
２０

・
１５

・
１０

・
０５

ｍ
100

234 船 1.00

酬
剛
酬
酬

欄

３９

３７

３６

ｍ

別

Ю

２ｏ

２‐

４

‐０

４

08H

08H

234

234

”

“

1.00

035

０８Ｉ

０８Ｉ

囲

囲

は

０８Ｉ

０８Ｉ

”

“

“

“

３３

３２

２７

・
８５

・
７５

・
６５
御
罰

却

ｍ
081

081

2譴

234

0.20

０８Ｊ

町

町

町

町

０８Ｊ

０８Ｊ

町

町

鰤

調

３７

３６

３５

３４

３３

３２

２９

２７

２４

脚

”

・
８５

ｍ

・
７０

。
６５

・
５５

・
３５

・
２０

ｍ

町

町

０８Ｊ

０８Ｊ

町

囲

町

町

町

０８Ｊ

０８Ｊ

囲

拠

３４

Ｍ

Ｍ

３４

拠

３４

３４

３４

３４

３４

３４

３６

３５

３４

３１

∞

”

器

η

２４

２２

２０

１８

∞

９５

∞

７０

６５

∞

５５

５０

３５

２０

１０

ｍ

０８

０８

０８

０８

０８

∞

０８

０８

３７

３５

３３

３２

３‐

３０

２９

２８

∞

”

・
８０

・
７５

，
７０

・
７０

・
６５

ｍ

２

　

Ｈ

２

１２

６

４

３

６

‐５

５０

５

５４

５４
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3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 7D7C7R7A
７Ｌ

７Ｌ

■

７Ｌ

７Ｌ

７Ｌ

７Ｌ

７Ｌ

７Ｌ

７Ｌ

７Ｌ

礼

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２８

２７

２４

２２

２‐

２０

‐９

‐６

‐５

‐４

‐３

‐２

０，７５０・７００・５５０・４５０・４００・４００・３５０・２００・１５０・１００・０５鰤
Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

３４

３２

３‐

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２３

２２

２‐

２０

‐９

‐８

‐６

‐５

‐４

‐３

０・８５０・８００。７５０・７００・６５囲
圃
０・５５０・５００・４００・３５０・３５０・３００・２５０・２００。１００・１００・０５鰤

５

２

１

６

４

６

１０

６

６

１

２

５

■

９

１８

８

６

８

Ｒ
Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

０７

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

２３４

別

３５

３３

３１

∞

”

郎

％

２

８

２１

”

１９

１８

１６

１５

１４

●

０・９５０・８５０・８００，７５０・７００・６５０・５５０・４５０。４５０・３５０・３００。２５０・２００・１５０・１００・０５鰤
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に見えるが、これは、発見に易い大きめの剥片が至近

に出土したためで、点数からいえば、むしろ洞穴入口

の4から6列付近に大きなまとまりがある。

これらの接合は、礫器と大型剥片を中心に、数日間

試みたが、剥片と製品、あるいは剥片同士の接合は 1

点もかなわず、礫器と磨石類の製品間でのみ少数が可

能であった。接合の距離は至近で、作業時の破損とと

もに周辺に放棄された様がうかがえる。

次に、第62図では、洞穴内で発見した石器の層位別

の出土比率を示した。分類個別での具体的な傾向は見

いだしにくいが、洞穴の奥と入口ともに、Ⅲ層中で多

くの石器が含まれていることがわかる。

第 32表 ブロック別出土石器集計表 (17)

これを実際の資料にあてたのが第58図である。前の

グラフと同様に、Ⅲ層中の出土石器量が充実しており、

なかでも洞穴入日付近に集中していることがわかる。

下層の腐植質上をはじめとして、土器が極端に少な

かった灰層にまで一通りの器種が分布していた。

対して、洞穴奥のⅢKOⅢ M層では、とくに礫器

が少なく、大量に出土した土器と比べると著しく見劣

りがする。だが、石鏃・削器の出土率は逆に高くな

り、空間使用のちがいを際だたせている。 I・ Ⅱ層

とⅣ層を含めても、層位間に大きな石器相の変化は認

められず、時間軸のなかでは礫器中心の組成に変化な

かったものと考えられる。
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第58図 洞穴内土層別の出土石器
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第59図 前庭部ブロック別の出土石器
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第60図  3～ 6列上の石器垂直分布
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第61図  80100J列上の石器垂直分布
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第62図 洞穴内の石器出土層比率

土層
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分類

一方、第59図には、前庭部の7Kから8Mグ リッ

ド付近のブロック高ごとの石器出土相を示した。こち

らは、害」付の都合上
"cm単

位にとりまとめてしまった

が、石器番号とともに添えてあるブロック高を頼 りに、

同所での土器出土相を示す第43図 と比較することが可

能である。そして、いくつかの分類で時期別の傾向を

垣間見ることができる。

たとえば、第59図の中央、 7Lから8Lグ リッド

下位に見る石器の少なさからみると、沈線文系土器と

共存する石器類は少ないようである。 8Mでは同じ

水準に多くが出土しているが、こちらも第43図をひも

とくと、押型文土器が出土したブロック高と、条痕文

系土器が出土したそれとに三分されることがわかる。

礫器では、一般に握 り部が自然面のままの 3C種
が、握 り部を機能角と直交する剥離面でまかなう3D
種より下位に多く出土する傾向があり、これは、最下

の3B種まで漸移的に顕現化する。握 り部に自然面

を多く残す 3B種の礫器は、第43図で見比べると撚糸

文系土器の出土位置の大勢に符合することがわかる。

さらに、第44～47図には、出土地をひかえた石器の

個別の断面投影を示した。このうち、洞穴内の諸断面

では、どうしても対象の投影幅が狭くなり、量も限ら

れて、さしたる傾向は現れなかった。

だが、 8列では多くの資料が投影でき、これもまた

第45図の土器投影とあわせるといくつかの傾向が見え

てくる。同断面では最下層に磨石類が多く出土してい

る。これは、第45図での撚糸文土器の分布範囲とほぼ

合致する。だが、投影した敲石や磨石に、上層との差

違を際だたせる特別な特徴を見いだせなかった。

また、平面の分布にも現れていた8Mグ リッドを

はさんだ南北の標高12m前後に集中する黒曜石の剥

片類は、第45図の押型文系土器の分布と合致する。さ

らに、第59図でみられた空白は、 8列では12.3m前

後に横たわる分布の間隙にあたると解釈でき、これを

境に沈線・押型文系から条痕文系へと石器の組成が

変化すると考えられる。

また、第45図では8Mグ リッドの最上位に竹管文

系土器が集中しているのがわかる。だが、第59図では、

これにともなう石器は見あたらない。他にも通ずるが、

妙音寺洞穴遺跡では、前期以降の土器分布に見合う石

器類の出土がない。これは、総体では斧類の欠落となっ

て現れているが、 8Mや 9Mグ リッドの上位はその

象徴ともいえる。

一方、第63図は、石器の全分類種を対象に、相対深

度による出現率を表した図である。石器の分類は器種

を優先する上に、礫器と粗製削器優先の石器組成では、
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第63図 石器の全分類別出土相対深度
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第64図 石器 1・ 3類 と8類の相関

0.00 0.05 0.10 0。 15 0.20 0.25 0。 30 0.35 0。 40 0。 45 0.50 0.55 0.60 0.65 0。 70 0。 75 0。 80 0。 85 0。 90 0。 95 1.00

相対深度

900

800

700

600

轟
妥
離
田

無
簑
±
罹

100

0

時間軸に見合う細分類を施すことも難しかった。資料

の不足から極端な傾向が現れた7D種などを除いて

も、相対時間軸のなかでの細かな個別種間の傾向をな

かなか見取ることができない。

そのなかで、石鏃のlB種はlA種より下位にピー

クをもつ。これは、さほど大きな差ではないが、全体・

洞穴部・前庭部の、集計三対象のいずれにも共通す

る。また、同素材を使用する2A種は、 lA01B
種を重ねたような二個所で出土量が増加する。

これに対し、定型を意識したと認めた2B種は、

同じ基準で分離した礫器の3A種と共通して、中層

上位に集中している。 2Cと 2D、 そして3Cと 3

Dの、握り部の剥離の有無で分離した粗製大型削器と

礫器は、いずれも大きな差として現れないものの、自

然面を利用するC種がやや下位に分布する。

洞穴内であまりみられなかった磨石類は、 7A種

が洞穴の下層に集中し、 7B種は全体でも上下層の

二極に分離する。 7B種のうち、楕円礫に縦列する

複数の凹部を整然と並べる型のものがⅢ層上位以上で

出現するもののようである。

さらに、第

“

図には剥片類三種と、関わりが深いと

考えられる三種の石器の相対深度別出土率を重ねた。

このうち、8A08B種 の剥片は、洞穴の半ばから

前庭部の雨垂れ下に集中し、石鏃の分布にみる濃淡と

ほぼ合致している。分布の重なりと微小片が多いこと

を考えあわせれば、両種の多くは石鏃の製作による剥

砕片だったと考えられる。 lA種の石材は黒曜石が50

%近 くに及び、第64図でも8A種と共通する推移をた

どっている。また、8B種は同図でもより下位でピー

クがあり、約|∞%がチャートを素材としているlB種

の増減と合致している。対して、もっばらホルンフェ

ルスを素材とする礫器一般は、同剥片類の8Cと 同

じ盛衰をたどっている。

以上、洞穴内と前庭部の大まかな石器の出土傾向に

ついてみた。分布は、平面・垂直とも洞穴主軸に沿っ

た南西への傾斜のなかで広がっている。だが、個別の

類種となると、不明な点が多いままであった。たとえ

ば3B種のように、土器をよりどころに、形態的特

徴が時期の特定に及ぶものもあるが、大方は継続的で

判断がつかず、漸移的な変質の傾向を加味しつつ、大

きく早前期の時間幅でとらえるしかない。

また、石器群の分布では、土器や骨貝のような、Ⅲ

層とⅢ層の間での劇的な変化は認めがたかった。礫器

の製作は連続し、変化を強調するはずの石斧類は出土

量そのものが少なく、抑揚を失う要因となった。
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(4)骨貝類の出土状態

今回の調査では、遺構として紹介した屈葬墓の人骨

1体分を除き、総8,965点の骨類や貝類が出土した。

だが、骨類の多くは断片的な小片で出土しており、精

査時に発見でき、その地点を記録することができたの

は1,230点にすぎない。残 りの7,735点 は、後日実施し

た掘 り上げ土に対する土壌水洗選別の段階ではじめて

抽出できたものである。

これらの出土比率を、捕食の可能性や骨貝の網類別

で示したのが第65図である。そして、第33表には確認

生物種とそれらのグリッド別の出土点数、さらに第34

～51表ではブロック別の出土点数を示した。遺跡では

完形、そして、さまざまな部位や組合せのものが出土

しているが、以上の図表では、部位や大きさに関わ り

なく、独立した 1片を 1点と計算している。また、付

編第1240125図でも骨貝類の詳しい種別出土比率を示

している。合わせて参照されたい。

このうち、第65図左は、発見できた骨貝類のうち、

洞穴内に自生していたと考えられる生物遺骸や搬入

品、人骨を除き、ヒトに捕食された結果この洞穴に至っ

た可能性がある生物種での出土比率を示した。内訳は、

貝類が65%、 さらに水棲生物や準水棲の類種を合わせ

れば約 7割に達している。妙音寺洞穴での活動が、眼

下に流れる三沢川の恵みに多く依存していたことをう

か力`わせる。

第 65図 出土骨貝類の種別比率

捕食生物種(7282点 )

これに対し、一個体でも豊かな肉類が得られる鳥や

獣類は、合わせても捕食生物全体数の3割に満たない。

特定の部位が他所に持ち去られたとしても、生体を構

成する骨の点数を考えれば、単体完形で検出された例

が多い貝類と比較して、個体換算の検出数は圧倒的に

少ないといえる。

動物類の内訳は、哺乳類が半数以上を占め、キジを

中心とする鳥類がこれに続く。さらに同図中央でみる

と、哺乳類骨は、イノシシやシカなど、大型の獣の比

率が少なく、周辺生息種で最大のクマは1点 しか見つ

からなかった。妙音寺洞穴利用者の捕獲対象は、時を

超えてタヌキからネズミ程度に至る中小型の獣に集中

していたようである。

これら骨類については、それぞれ部位の鑑定も委託

し、結果を得たが、資料のすべてにわたってこれを報

告するには莫大な頁数を要してしまう。そのため、本

書中ではその記載や集計を省略している。一般に部位

は末節周辺が多く、胴部・頭部など、利用価値の高

い部位の出土が少ない傾向にある。また、同じ生物種

の各部位が至近に集中する例も、後述するわずかな例

外を除き、みられなかった。

加えて、被熱した動物骨も多く出土しているが、こ

ちらは、食用に代表される意図的な受熱と、後世の燃

焼に巻き込まれた二通りが考えられ、特定できない。

ちなみに、焼骨は、カエル 0ヘ ビなどの両生類・爬

出土貝類(6301点 )

獣

‘

型

劇

大

‐

甲殻類
3%

出土動物骨(2504点 )

4%

獣 類

搬入海産貝

哺乳類
21% 両生爬虫類

11%

自生腹足網

捕食斧足網

小型獣
12%

捕食腹足網
75%

鳥
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虫類で比較的多く出土している。

この他、眼前の三沢川では甲殻類やウグイをはじめ

とする魚類などが捕らえられたようだが、三沢川で得

られた最大の恩恵は、単一種で出土骨貝類の過半に達

するカワニナで享受している。カワニナは、捕食貝類

のほとんどを占めている。だが、そもそも結晶片岩の

岩盤が露出する三沢川河床では、二枚貝が生育しにく

い環境であったのも確かだろう。

一方、出土貝類全体の22%に及ぶマイマイ類やキセ

ルガイ類などの陸棲巻貝類は、人間に食されたという

よりは、落葉類が舞い込み溜まりやすい上に、適度な

湿気を保つ暗所となる洞穴の内部に自生していたと考

えられる。洞穴奥方への出上位置の偏りや、後述する

主要捕食貝のカワニナとの出土比の相関が、自生個体

の遺骸である可能性を示唆している。

その他、貝類の中での量比は少ないが、海水産類が

10種140点ほど出土している。当然のことながら、秩

父域には海進は到達していない。したがって、すべて

が搬入品といいきれる。同じ海水産種だが、魚類とし

て分類したイタチザメの歯 1点を加え、搬入品は、当

地での海産物の希少性を当て込んだ装飾品として供さ

れたものが大半だろう。装飾品と特定できるもののな

かには、ハチジョウダカラで作られた大型の垂飾や、

ツノガイの破片や裁断した環を利用したネックレスの

断片などがある。

さて、第32図でも紹介したが、妙音寺洞穴遺跡で出

土した動物骨や貝類は、洞穴入口にうずたかく堆積し

ていた灰層の内部と、近い周辺でもっばら出土してい

る。これらは、灰がそなえる化学的な性質に保護され

たために、5,000年を超えるそれぞれの時をしのぐこ

とができたのであり、灰質の恩恵から遠ざかる周辺で

も、少なくない骨貝類が投棄・遺棄されていたと考

えるのが自然である。現に、貝類より腐食に耐えられ

る骨類は、中型獣程度の哺乳類が灰層を数 mも離れ

た前庭部にも分布範囲を広げている。

しかし、往時そのままとはいえない残された範囲や

分布でも、いくつかの傾向を読みとることはできる。

たとえば、大きな質的変化を想定できない灰層の内部

でも集中の偏りがあった。

前述したように、 51グ リッド付近の灰層中央で

は、土器や石器のみならず、骨貝類も極端に出土量が

減少する。逆に周辺では貝類が集中し、灰層全体では

南に濃い環状に広がっていた。この状態には、燃焼施

設とそれを使用する人のお気に入りの位置、そして周

囲への残滓の投げ捨てが想定できる。

これに対し、土器や石器の接合関係にあたる同個体

の特定は、屈葬墓の人骨と、後述する南庇下の幼児骨

以外は不可能であった。また、土層の観察の項でも述

べたが、灰層内は純灰質とその流出上がめまぐるしく

入れかわり、担当者の見識では精査を進めながらの確

実な分層は困難であった。そのため、洞穴内の分層遺

物取り上げでは灰層すべてを一括してしまっている。

骨貝類は、ほとんどが灰層より出土しているため、分

層別の成果は得られなかったことになる。

しかし、第67図の5列断面投影では、洞穴の入口中

央にみる骨貝分布の欠落や、南庇下の下層でもう一つ

存在する骨貝類の集中が現れている。また、同図6列

の断面投影では、灰層と雨垂れ外部との極端な分布の

差が、そして、 J列に対する断面投影では、カワニ

ナを中心とする貝類がⅢF層に相当する部分で多く

出土していることがわかる。

さらに、分層取り上げの不足を補うため、第34～51

表を全掘削深度に対する相対位置の別に集成したのが

第66図である。それでも骨貝類は、灰層中心の遺存で

あるため、どうしても中位に偏りがちである。しかし、

相対深度ごとの出土比率などでは、はっきりとした傾

向が現れた。

同図上段左の網種別の深度分布では、第67図の出土

位置断面投影にも現れていたとおり、全体に骨類が下

位で、貝類が上位で出土比率を増していることがわか

る。また、すべてにわたって優勢に立つ貝類では、カ

ワニナが相対深度0。 7前後で出現率のピークに達する

のに対し、キセルガイ類とマイマイ類は、より下位の

0。 5前後でこれを迎える。
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04K-3-27
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04K‐ 3‐25
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８０

７５

７０

５５
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３５

３０

２５

２０
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０５

００

２

２
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４

６
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ｍ

ｌ４
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４０
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２０
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０５

００
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0。25

11

04L‐ 2‐25

04L-2‐21

04L-2-20

ω

ｌＯ

∞

０

０

０

13 04L-3-30

04L-3‐27

04L… 3-26

04L-3…25

04L-3…24

0.45

0。25

0.20

0。 15

0.10
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0.00

04L
04L
04L
04L
04L
04L
04L
04L
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“

３１

”

２７

２６

２５

２

２３

２２

“

調

Ю

剖

昴

“

ｍ

鵬

ｍ

1 1

05G
05G
05G
05G
05G

1.00

0。60

0。40

0。20

0.00

05G
05G

“

慇

1.00

0.00 1 2

05H
05H
05H
05H
05H
05H
05H
05H
05H
05H

“

４５

“

４

２

４１

“

３９

３８

３７

∞

∞

７５

６５

５５

４５

３５

ｍ

ｌＯ

∞

■

０

０

０

０

０

０

０

０

０

1

2 1

1

1

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

“

翡

“

慇

２

４１

“

３９

３８

３６

３３

３２

∞

∞

８５

ｍ

ｍ

６５

５５

∞

Ю

∞

０５

∞

■

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

1

1

05H
05H
05H
05H
05H
05H
05H
05H
05H

あ

４

慇

２

４ｌ

Ю

３９

３８

３５

1.00

0。90

0.85

0.75

0。65

0。60

0。50

0。40

0.15

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

慇

２

４１

０

３９

３８

３３

８５

８０

７０

６５

５５

∞

１５

1 1

1

1

051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051

“

お

“

３

２

４ｌ

Ю

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

００

９５

８５

８０

７５

６５

６０

５５

４５

“

３５

２５

２０

１５

０５

００

1

2

1 1

051
051
051
051
051
051
051

４

慇

４１

“

３９

３８

３７

９５

８５

７５

η

∞

５５

ｍ

ａ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

第 40表  ブロック別出土骨貝集計表 (4-1)
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第 41表 ブロック別出土骨貝集計表 (4-2)
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2 1 04L-3-23

04L-3‐ 22

0.05

0.00

04L-4-33

04L-4‐31

04L‐ 4‐29

04L-4-27

04L‐ 4‐26

04L-4‐ 25

04L-4-24

04L-4‐・23

04L‐ 4_22

６５

５０

４０

３０

２５

１５

Ю

０５

００

05G‐ 2‐46

05G‐ 245
05G‐ 244
05G-2‐43

05G-242

畑
蜘
囲
図
爾

05G-444
05G-4‐43

1.00

0.00

３

４

９

１５

４０

２９

３０

１９

７

Ю

1

７

８

１２

１８

５５

０

０

２

２７

１５

05H‐ 1‐46

05H‐ 1‐45

05H‐ 1‐44

05H‐ 143
05H‐ 142
05H‐ 1‐41

05H-1-40

05H‐ 1‐39

05H… 1‐38

05H‐ 1‐37

∞

９０

７５

６５

５５

４５

３５

２０

Ю

００

６

４

２５

”

５１

２

′

１７

５

１

1

1

Ｈ

８

２８

２５

５６

３７

毬

”

１５

１

２

２

05H‐ 2‐46

05H-245
05H-2-44

05H-2-43

05H-242
05H… 241
05H-240
05H‐ 2‐39

05H‐ 2-38

05H‐ 2‐36

05H-2…33

05H‐ 2‐32

皿
囲
幅
囲
蜘
晰
協
蜘
囲
鰤
臨
血

‐

２２

７

７

２７

‐８

1

‐

２

１

２５

‐０

‐４

３５

２７

１

05H… 345
05H‐ 3‐44

05H-343
05H‐ 3‐42

05H‐ 3‐41

05H‐ 340
05H‐ 3‐39

05H‐ 3‐38

05H-3-35

1.00

0。90

0.85

0.75

0.65

0.60

0.50

0.40

0。15
３

１６

”

η

％

１

1

2

４

１８

Ｚ

３４

３８

１

２

05H-4‐43

05H442
05H‐ 4‐41

05H‐ 440
05H‐ 4‐39

05H-4-38

05H433

８５

８０

７０

６５

５５

５０

‐５

６

　

２

２０

１２

１７

１７

８

１３

Ю

６

４

　

　

１

２

1

3

2 2

７

３

３

２２

１５

１８

２

１１

１６

１６

１３

１２

７

５

１２

６

051‐ 1-46

051‐ 1‐45

051‐ 1‐44

051-1-43

051‐ 1‐42

051‐ 141

051‐ 140
051‐ 1‐39

051‐ 1‐38

051-1-37

051-1‐ 36

051-1-35

051-1-34

051-1-33

051-1-32

051‐ 1‐31

００

９５

８５

８０

７５

６５

６０

５５

４５

４０

３５

２５

２０

‐５

０５

００

２

６

３

２

９

８

６

２

６

６

％

１２

１０

１０

051-2-44

051-243
051-2-41

051‐ 2‐40

051‐ 2‐39

051‐ 2‐38

051‐ 2‐37

晰
０８５
ｍ
０７０
剛
晰
圃
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1
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1

1
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Ｍ

“
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∞

0.45

0.35

0。30

0。25

0.20,

0。 10

0.05

051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
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４６

４

４３

４２

４１

４０

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

硼
臨
囲
脇
囲
囲
晰
０５０
ｍ
協
囲
眺
図
山
鰤

1 1

1

1

1 1

1

051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051
051

４５

４

４３

４２

４１

４０

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

００

９５

８５

８０

７５

７０

６０

５５

５０

４５

３５

３０

２５

２０

‐０

０５

1 1

1

1

1

1

1

05J
05J
05J
05J
05J
05J
05J
05J
05J
05J
05J
05J
05J
05J
05J
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４

４３

４２
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４０
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硼
筋
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囲
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囲
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咄
剛
剛

1

1

2

1

０５

０５

０５

∞

∝

鮎

05J
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05J
05J
05J
05J
05J
05J
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05J
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４
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４０
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３３
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６０
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４０
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Ю

０５
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1

1

1

1

1

1

05J
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“
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３７
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0。90
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1 1

第 42表  ブロック別出土骨貝集計表 (5-1)

ギ

　

　

バ
　

　

チ

ウ
　

　

ナ

　

　

ギ

イ

タ

チ

ザ

メ

-150-



ウ コ 魚

グ

イ イ 類

第 43表 ブロック別出土骨貝集計表 (5-2)
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051‐ 2‐35

051‐ 2-34

051-2‐33

051-2‐32

051-2‐31

051‐ 2-30

４５

３５

∞

２５

ｍ

ｌ０

０５

０

０

０

０

０

０

０

2 1

1

1 1 1

1

4

1

３

２

１

１９

２０

１８

“

ｎ

ｌ４

２１

２３

９

８

４

Ｈ

051-346
051-344
051-343
051‐ 342
051‐ 3-41

051‐ 3‐40

051‐ 3‐39

051-3‐38

051-3‐37

051‐ 3-36

051… 3‐35

051-3‐34

051-3-33

051‐ 3‐32

051‐ 3-31

００

８５

８０

７５

７０

６０

５５

５０

４５

３５

３０

２５

２０

・０

０５

硼
鰤
鰤
図
協
岡
蜘
晰
囲
簡
臨
蜘
略
図
囲
鰤

１

６

４

８

２

１２

４

３５

１０

９

８

２

３

２

051‐ 4-45

051-4-44

051¨ 443
051-4-42

051-4‐41

051-4-40

051‐ 4‐39

051-4‐38

051-4‐37

051‐ 4-36

051-4‐35

051-4-34

051-4-33

051‐ 4-32

051-4‐31

051‐ 4-30

1

1

4

1

１

１２

２０

４０

毬

５８

７９

２２

３５

６

２０

１７

１２

２０

７

１５

05J… 1‐44

05J-1-43

05J-1‐42

05J-1-41

05J-140
05J-1-39

05J-1-38

05J‐ 1…37

05J… 1-36

05J-1-35

05J-1-34

05J-1-33

05J-1‐32

05J-1-31

05J‐ 1-30

05T‐ 1‐29

・
００

。

９５

・
８５

。
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。
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。
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。

６０

。
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・
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・
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・
３５

・
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・
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・
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・

０５

・
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お

お

ｍ

“

劇

溺

罰

“

却

“

ぷ

即

“

＝

島

ｍ

２

４

５

２５

３２

８

８

１０

２７

８

“

７

３

１

６

２

２

2

4

1   1 1

1 1

２

６

５

％

３７

１３

３５

ｎ

３９

３１

４７

９

１７

１６

２１

５

７

05J… 2-44

05J… 242
05J-241
05J‐ 240
05J… 2-39

05J… 2‐38

05J… 2-37

05J‐ 2-36

05J-2‐35

05J-2‐34

05J‐ 2‐33

05J-2-32

05J-2-31

05J-2-30

05J-2…29

05J-2‐28

05J‐ 2-27

５

１６

２３

３６

■

２２

2

1

1

１

ｌ

Ｈ

２４
一
２６

４１

３７

３１

05J-3‐44

05J-3‐43

05J-3‐42

05J‐ 341
05J-3-40

05J-3…39

05J-3…38

05∬ -3‐37
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相対深度を優先させれば、このちがいは一段と際だ

つことになる。同図上段右での両者は、動物骨の増減

に関わらず、お互いに反比例の関係にある。当然のこ

とだが、捕食種と目されるカワニナが人間によって洞

穴内にまき散らかされる段階は、自生種のマイマイ類

が安息する環境が少ないためで、両者の相容れない関

係が浮かび上がる。

また、搬入海産貝類の分布は下位から恒常的に認め

られるが、上位でほとんどみられなくなる。一方、動

物骨は、一般に貝類より下位にあるが、水棲の甲殻類

と魚類は、カワニナとまったく同じ増減を示す。

対して、小型獣と鳥類、そして両生類 0爬虫類は、

明らかに三沢川を母体とした一群と異なる増減の過程

を示している。集中は下位に偏るとともに、とくに、

相対深度0.5付近からの激減が三沢川依存種のピーク

と重なっている。これは、第67図中の各断面に現れた

貝類の激増と同じ現象を裏打ちしている。そして、動

物骨のうち大型・中型獣は、この双方のピークに重

なっており、継続した捕食を示している。

さらに、ヒトに至っては洞穴内に遺骸の及んだ経緯

の明らかなちがいを示すかのように、他に共通するこ

とのない増減の傾向を示す。

ヒト骨は、いくつかの発表の際に屈葬墓以外の出土

を否定したが、検出骨貝すべての同定の結果、42点が

検出された。これらは、幼児や乳児の割合が多く、当

時の生育環境の過酷さをものがたっている。もちろん

乳幼児が当地で自然死したとは考えられず、葬られた

とみるのが妥当だろう。だが、検出2土娠の位置とは

かみ合わず、埋葬地は特定できない。遺存骨も断片的

であるため、石組炉の改廃など灰層中の混乱に巻き込

まれ、散逸劣化してしまったと考えられる。

そのなかで、南庇下の岩盤壁際にあたる4K-304
-25ブ ロック付近で幼児の頭骨・頚骨・肋骨 0上腕

骨などが至近でまとまって出土する例があり、同一人

物の遺骨である可能性が強い。付近は沈線文系と押型

文系の土器が分布し、ほぼ直下に第 3号炉跡が構築さ

れている。同時期での南庇下の使用を締めくくる一つ

の節目となる埋葬と考えられるだろう。

この他、ブロックごとに骨貝類を種別で細かく見る

と、少量の生物種を中心として、おぼろげだが集中傾

向を見て取れる個所もある。

たとえば、中型獣のうち、ノウサギやタヌキは、洞

穴内部に多く、部位も近いものが多い。前者は洞穴入

国の両側の4Hグ リッド上位と4Jグ リッドの中位

に集中しており、4Jでは顎周辺の部位が多い。ま

た、後者は、洞穴入口中央の41グ リッドの上位に

歯と上腕骨付近が集中して分布している。

また、同レ」埋里獣でも、ネズミとモグラでは多少分

布がずれている。かたやネズミは洞穴内の灰層上位で

の出土が大勢を占め、カワニナの水平垂直分布と共通

する。対してモグラは洞穴入口南の5Kグ リッド上

位にまとまっている。さらに、鳥類は、 4Kグ リッ

ドに集中するキジを含め、洞穴入日の南から南庇下の

下位で多く出土した。

さらに、両生・爬虫類のうち、カエルはとくに40

5、 K・ L列南庇下の、ブロック高30以下で集中し

ている。逆にヘビは、他の両生・爬虫類の各種の傾

向とは異なり、もっばら洞穴内部の灰層上位に多く出

土しており、冬眠などの生態から考えて、自生個体の

遺該である可能性も大きい。

これらに対し、シカ・イノシシ類は、個体の大き

さからすると満足な点数が出上していないが、平面、

垂直ともに生物種の中で最大の分布範囲があり、時を

こえた捕食対象としての重要性と一般性をものがたっ

ているかのようである。

以上のように、骨貝類は、遺存範囲が灰層とその周

辺に限定されながらも、いくつかの集中傾向を見て取

ることができる。遺存した骨貝類の捕食と遺棄や、死

滅の時期は、灰層の形成時期から、ほとんどが沈線文

系から条痕文系前半の時間幅で収まると考えられる。

だが、IB層やIE層中で検出した資料などは、前

期に至って遺棄されたものの、灰層の至近に位置する

ことで溶解を免れたものと見なせるだろう。
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相対深度優先

第66図 骨貝類の種別出土相対深度
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第67図  506・ J列上の骨貝類垂直分布
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5。 出土遺物

(1)出土土器

妙音寺洞穴遺跡の調査では、総計4,374点の縄文土

器を検出した。識別できた最古の資料は早期前葉の撚

糸文系であり、途中断続的ながら中期後半の加曽利 E

系に至る時期の所産が認められた。他に、上層では、

洞穴発見のきっかけともなった弥生時代中期の土器も

出土しているが、小片のため図示はしていない。

これら縄文土器は、土器製作の共通をもとに 8つの

大分類を行い、風化などにより分類の帰属が定まらな

かった一群を加え 9類に分類した。そしてさらに、各

類では、文様構成や要素、あるいは出現期の先後で 3

から7の細種を設けた。

分類項を設けるにあたっては、出土土器の時期や地

域相を浮き彫 りにし、統計などに適するよう配慮した

つもりだが、全容を予見しきれず、とくに早期土器の

分類で不足が生じてしまった。水洗選別遺物の総覧や

統計入力の修正などは逐次行った。だが、整理が進む

につれて複雑となる修正の手順や整合性の維持が、対

処しきれなくなり、報告に至ってしまった。

1類 (第

“

図 1～ 27)

縄文時代早期前葉の撚糸文系土器とその周辺をこの

類にあてた。調査区内の総計で59点が出土し、 4種に

分類したが、ほとんどが4B種とした撚糸文系前半

期の有文、しかも撚糸文施文土器である。

lA種 (第68図 1)

非常に薄手で成形時の指頭痕を残し、撚糸文を施文

するものをこの種とした。他の撚糸文系土器とは成形

手法が根本的に異なるため、独立した種を設けたが、

結局認定できたのは1の 1点のみであった。

同番は、指頭痕が残る厚さ4皿の器面に撚糸 Lを

縦位に、しかも密に施文する。口唇直下にはおなじ原

体の押圧が横位に加えられ、緩く外反する口唇がさら

に屈折するようにみえる。下位の割れ日は粘土接合の

痕跡をそのままに残す。

lB種 (第

“

図 2～26)

撚糸文系でも前半期に製作されたと考えられる撚糸

文や縄文を施文する個体をこの種に一括した。前庭部

のK・ L列を中心として53点が出土している。非掲

載を含め、同一個体と思しき破片が多くあるが、口縁

部の特徴以外になかなか確定できるものがなく、接合

かなわなかった。

施文原体は26を除くすべてが撚糸文で、撚 り紐は比

較的細めで、軸絡幅が密になるものが多い。口縁・

口唇部の形態は、肥厚外反 (3～ 5)、 無肥厚外反 (2)、

肥厚直立 (6)、 無肥厚直立 (7)の四者があるが、

日唇上への施文が行われるのは外反種に限られる。ま

た、 3の口唇下の外折部には指頭による凹凸に重ねて

原体の押圧痕が残る。

胴部のみの破片もおおよそ口縁部破片と大差ない

が、11と 21は絡条体を引きずったため、撚糸ではなく、

条線文と化している。加えて、24025は同一個体で、

斜位に施文された撚糸文を撫でるように磨 り消す特異

な施文法を用いている。胎土には結晶片岩をはじめと

して他とおなじ砂粒を含むが、粘土質感が強く、押型

文系土器の一部に類似している。だが、 8Lグ リッ

ドのなかでも同系とはかけ離れた最下層に分布してお

り、本類への帰属で大過ないものと考える。

これに対し、縄文施文の26は、 LRを斜位に施文

する。胎土に結晶片岩を含むがきめ細かく、他の撚糸

施文土器と異なる外見をもつ。

lC種

撚糸文系後半で凹線や撚糸文を施文するものを想定

したが、検出できたのは沈線が施文された極小の無文

口縁部片 1点にすぎない。10Lグ リッドの最下位より

lB種とともに出土しているため、後世の無文土器を

誤認した可能性はないと判断した。

lD(第68図27)

撚糸文系に帰属する無文土器を念頭にこの種を設け

たが、発見できたのは27に示 した 1個体 4点のみで

あった。同番は、 7Kグ リッドの最下層で一括で出
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第68図 ,同穴遺跡出土土器 (1)
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上した推定器高13mの小型土器だが、胴部の破片を欠

いている。器局のわりには器壁が厚く、器面調整も雑

で、粗製土器として急造された個体らしい。

2類 (第68図28～第74図 1∞ )

縄文時代早期中葉の沈線文系土器と、これと共通す

る手法を用い、おおよそおなじ時期に製作されたと考

えられる縄文施文土器などをこの類とした。総計で

431点が出土しており、分類が可能であった土器片の

約12%を占めている。出土量では条痕文系・竹管文系

に次ぐ順位となる。

遺物整理時には、これらを5種に分類したが、その

うち沈線施文土器を振り分けた 2種は、想定した時期

差と実際の出土相に岨齢があり、あまり有効な弁別と

はならなかった。他の3類は、貝殻文、縄文、無文な

ど、当時の文様施文体系の中で副次的な扱いを受けて

いた要素をあてた。

2A種 (第

“

図器～第70図62)

細い沈線で幾何学的な文様を描くものを一括してこ

の種とした。沈線文系の前半期を念頭に、木い沈線の

2B種との間に時間的偏差が現れると予測し、統計を

開始した。たしかに断面への出土地点投影をみる限り、

2A種は2B種より下位にある例が多い。だが、作

業にあたっては、個体破片ごとの分離の定義基準に揺

れ動き、結局は先後を混合する意味の少ない分類設定

に終わったようである。この種に分類した破片は、洞

穴奥から9列までの全体にまんべんなく出土しており、

95点が数えられた。

文様構成は、大きく格子・鋸歯の斜位線列と、横

位のみの線列に分かれ、2B種の63の ような曲線的構

図を描き出すものはない。だが、前者で全面におなじ

構図が施文されるのは41のみで、線列が集合化するも

のは上位文様帯や胴中位文様帯の一部のみに配された

可能性が強い。41も、詳しくみると、破片上端に格子

と重なる縦位線列の口縁下特別帯を加えている。

文様帯の配置は、口縁直下の単沈線帯を設け、あら

ためて幅広の特別帯を展開させる28029な どと、32の

ような上位区画として横位線列を配するもの、30・ 31

が用いる上位区画をもたないものの三種がある。この

うち、単沈線帯は、248や253な ど、幅広の文様帯が退

行する中でも継承されているようである。

また、36～40は、横位線列にはさまれた胴部特別帯

にまばらな斜位線列と貝殻腹縁文を施文している。胎

土は沈線文系に特徴的な硬質感がない。また、56も胎

土の特徴や沈線施文の手法から、これらと同一個体の

可能性がある。

おなじく同一個体の可能1生のあるものに、器・侶 0

52、 50053がある。また、43は、繊維の有無を除けば

条痕文系土器の胎土に類似している。

2B種 (第η図63～第71図田)

太日の沈線で幾何学的な文様を描くものをまとめ

た。 2A種の項で述べたとおり、沈線の太細による

分券珈幅
:十では、先後を混交してしまったため、さした

る傾向が現れなかったが、具体的な文様構成では、い

くばくかのちがいを見いだすことができる。

このうち、63067・ 68では、日縁下の文様帯に単

なる線列の組合せではない、菱形の構図が描かれてお

り、63では中心に渦巻文が充填されている。曲線によ

る文様描写はηにも共通しており、下位に横位線をも

たない開放型の弧線文は、65の文様帯配置とともに、

248の構成にも通じるところがある。また、線間を刺

突列で充填する手法も、胴部での縦位線列と並び、こ

の種に独自のものである。

そして、66・ 67は胎土に繊維を微量含んだ痕跡が認

められ、黄橙褐色を呈する色調や沈線の太さなど、同

一個体と判断できるに加え、66が口縁直下の横位線列

文様帯区画となる可能性がある。さらに、64・ 69も 内

面にみる滑沢を帯びるまでの調整や、切り立った深い

沈線の特徴から、同一個体の口縁下文様帯の上下区画

線に相当するかもしれない。くわえて、65は胎土に微

量の繊維を含む上に、おなじく繊維を含む67と は異な

り、粘上の軟質感が強い。

このほか、いささか分類基準からはずれるが、87・

88は、浅い凹線を横位に展開する。口唇部の形態も似
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第69図 '同穴遺跡出土土器 (2)
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第70図 ,同穴遺跡出土土器 (3)
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通っているが、別個体である。88の器形は鉢形に近い

ものとなりそうである。

2C種 (第71図89)

器面全面に貝殻腹縁文のみを施すものを本種とした

が、出土した17片はすべて同一個体であった。分布は、

4列から8列までの広範囲にわたっており、1沈線文系

土器の出土状況を代表するともいえる。

89は、口径15。 %m、 器高23.2cmを計測する砲弾形の

尖底土器で、本遺跡で唯一すべての器形が復元できた

個体である。全面に横位の貝殻腹縁文が密に施文され

ているが、38な どの充填要素とは異なり、1沈線の代替

として用いられたことは歴然としている。他に比べて

ひときわ長く二次的加熱にさらされていたようで、赤

褐色の器面は表面の剥落著しい。

2D種 (第71図∞～第72図121)

沈線文系とおなじ、あるいは類似する製作手法を用

い、器表に縄文や撚糸文を施文するものをこの種とし

た。洞穴内から8列までの範囲で沈線文系の16%にあ

たる68点を検出しており、この地の早期中葉では一定

の組成比を占めていたことがわかる。また、沈線文系

土器の中では比較的上位で出土したものが多い。

∞～94は、縄文地に沈線を追加するもので、∞～能、

くわえて101の 4点は同一個体である。 4点は、屈曲

する胴上位の文様帯を二回の竹管施文沈線で区画す

る。文様帯の内部は無文となり、沈線文系ではめずら

しい竹管で格子目文が充填される。下位は単節縄文が

施され、全体の器形は口縁部が膨らむ平縁土器となる

と考えられる。

他の2点は、どちらも撚糸文地に横位の沈線がめぐ

るのみで全体の構成は不明である。ただし、94は 3本

を一単位としており、地文を消去する帯状区画が意識

されているのは確かだろう。

%～ 102は縄文のみを施すもので、1020103は無節、

他は単節原体を使用している。このうち、95～100は

器壁薄く、他の同種土器より下位で出土している。950

98～100は同一個体で、接合の痕跡がよく残る粘土質

の強い胎土などは、押型文系に属する可能性を捨てき

れない。また、97も、胎土や、横走する縄文の節の特

徴などから、撚糸文系に帰属し、26と 同一個体である

とも考えられる。

104以下は撚糸文を施文するものであるが、絡縄幅

が広く、沈線を加える94の ような細密な原体は、底部

のlmにみるのみである。このうち、107～ 109は同一個

体。1100111も その可能性がある。さらに、116～ 118

も同一個体だが、おなじ原体を縦横、あるいは斜位に

転がして羽状や、それに類する条方向の変化を求めて

いる。また、106も 似た効果をてらっているが、尖頭

状の口唇部の形態は、おなじく繊維を含む104と も通

じており、角頭やそれに近い形態が多い他の2類土器

とは趣を異にする。29や65と合わせ、本遺跡の沈線文

系でも新相の特徴となるかもしれない。

2E種 (第72図122～第74図1∞)

沈線文系の無文土器、あるいは類似する製作法によ

る無文土器をこの種とした。洞穴奥から9列までのほ

とんどで192点が出土しており、沈線文系土器の45%

にあたる。

これらの器表調整はさまざまで、平坂式土器を紡彿

させるような意図的な石英砂の引きずり痕を残す129

や151、 粘上の質感を残し、接合痕をそのままに残す

133、 意図的かは定かでないが条痕様の掻き傷を印す

152～ 154、 そして、沈線文系本来の滑沢を帯びた入念

なナデ込みを行う12や157な ど、偏差も多い。

口唇部の形態は、角頭 (129)、 円頭 (125)、 外削ぎ

(124)、 尖頭 (130)な どがあり、口縁部の内彎する

127は、88と おなじく、鉢に近い器形を呈すると考え

られる。また、尖頭状の130・ 134は、繊維を含むこと

でも通じており、2D種の項で述べた、650106な ど

との共存が想定できる。

さらに、この種では器形の全体を想像できる資料が

比較的多く出土している。131は、推定器高26m、 口

径17.2cmの砲弾形尖底土器だが、底部近くの曲線をみ

る限り、直線的な尖底とはならず、一旦内彎した後に

平坦な底面に至ると考えられる。また、156以下の底

部破片では、丸みをもった直線 (158)、 平坦から一時
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第71図 ,同穴遺跡出土土器 (4)
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第72図 '同穴遺跡出土土器 (5)
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第73図 洞穴遺跡出土土器 (6)
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内彎 (156)、 同直線 (157)、 内彎から大きく開花 (159)

などの種鄭ヨがある。

3類 (第Z図 161～第%図27)

縄文時代早期前葉から中葉に製作された押型文系土

器と、胎土や器面の状態から、同系に通ずる手法を用

い、おおよそおなじ時期に製作されたと考えられる縄

文施文土器などをこの類とした。総計で214点が出土

しているが、器壁が薄いために破片化が進み、実態以

上の数値を示している面もある。これは、分類が可能

であった土器片3,543点の約 6%が相当し、出土量で

は 4番目の順位にある。

これらをさらに 3種に分離したが、山形・楕円の

施文原体別で振 り分けた 2種は、その中でも構成や原

体の手法が見て取れるとともに、押型施文か判断つか

ないものも一部含んでいる。他の 2類は、縄文、無文

など、共通の土器製作手法を認定し、撚糸文系や沈線

文系平行の土器と分離した。しかし、この分離は分類

者の主観に大きく依存しており、実際他系との識別に

窮する資料も多く存在した。

3A種 (第74図161～第75図201)

山形の押型文や、簾状の押型文と思われる構成文を

施文するものを一括したが、施文原体や文様から、検

出した91点をさらに四分できる。

このうち、161～1田は縦位を基調とする山形の押型

文土器で、押型文系土器の中でもとりわけ下位に出土

する傾向があった。帯状の施文を明確に識別できるも

のはなく、すべてが、いわゆる密接施文されている。

161や167な ど、一部の口縁直下では横位施文が一帯の

教加えられ、 T形の構成をとる。また、内面への施

文は全面縦位施文の1620163に限って認められ、横位

に押捺されている。

すべての器壁は薄く、それに配慮したかのように、

施文はきわめて浅い。胎土は、粘上の質感が強く、接

合部の割れ口がそのままに残る1田 01田などと、大量

の雲母が混入されて砂質感の強い162～1器などに大き

く三分できる。一般に、前者には赤みがあり、後者は

黒:みがかっている。

これに対し、189は全面横位に密接する深い山形文

が展開するもので、 1個体のみの出土であった。大き

く外反する口縁の直下には大型の貼付文が加えられ、

これを囲むようにわずかな縦位施文が加えられる。器

壁は前の縦位施文と比べると倍ほどもあるが、楕円文

のような粗製的感覚はない。内面上位には横位の擦痕

が残るが、意図的かどうかは判断できない。

一方、1∞～195の 6点は同一個体で、横位の山形文

が主として施文される。このうち、190の上段は、明

確ではないが無文となっている。また、193の下段に

は小さな楕円文が観察でき、いくつかの要素が横位に

帯状施文されていることがわかる。

1%～2∞は、一見したところ集合単沈線と見紛うが、

絡軸の縦方向に平行線を刻した原体を使用し、簾状の

押型文様が印されていると判断した。具体的には198

～200の 同一個体片に横位に施文された圧痕が認めら

れる。また、1960197は、絡条体を施文具とする条線

文と考えられる。異なる方向の施文を重ねて密な格子

を描くのが目的のようで、前者とはいささか構成が異

なるが、胎土が、押型文系でも粘土質感が強い部類に

酷似し、並列する短線を施文する共通をもとに同類と

扱う判断をした。

3B種 (第75図202～第76図233)

各種の楕円押型文を施すものを一括した。前庭部で

の平面的な分布の大略は山形文と似通っているが、よ

り洞穴の奥にまで進出している。総計で71点が出土し

たが、出上高からみた 3A種との関係は、一般に薄

手の山形文より上位、同種でもその他の構成とは近い

高度で出土している。

押型原体の特徴は、同一個体である205～ 2140216

の粗大な楕円と、217・ 229な どの、施文位に対して細

長くやや小さめの楕円とに大きく三分できる。 3類一

般の器壁の厚さと比較すれば、いずれも器壁は厚めだ

が、前者の方がより厚い。

前者は、おなじ原体を使用する口縁部の204をみる

と、器形は大きく外反すると考えられる。おそらく器
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第74図 ,同穴遺跡出土土器 (7)

108M-1-20
154 155

04J-1-33 ⅣB

ヽ
′
′
―
　
　
　
　
釧

″
／

句
／

′
１１１

判

魃

7ぜ
1蒻

′
H163  fF  07M-2-1ざ …

慶儡 b

181翔輻
?'埼靭塾目

野ゝ
「 183

06J-2-25

罐鼈以
184

-173-

0              5cm

160



第75図 洞穴遺跡出土土器 (8)

Fi小 191

06J-2-28

06J-3-28
192

04L-3-27 195

203

鸞 204
07.丁 -3-27

210

216

220

0 5cm41:2

209

215

218

ぎ,裁 ‖ゝI綺
07J-4-25  194  'ユ

L′

'ヽ

力・
‐

193

難しヽ
イ「

201

07J-4-24

08.1 2-24 08.T-2-23

198

05J-2-27

劇
新
穏

Ｗ
麟

脚
響
―

189

200

211

総暁学曇
金≦律̀1

ヽ季母「
IIヽ R.`S''

213

贅姜:メロョレ イ タ 」ヽ夢
'シ

)ヽ
野t、
ミL`ミ じ

″

ヽ

い

-174-

ヽ

190

199



形曲線の変化著しい器高の低い全形となるだろう。金

色に輝く雲母を混入する胎土は、後者と比較して著し

く緻密さを欠く。206に 印された楕円の向きをみる限

り、縦横などに施文位を変化させているともとれるが、

全体は判然としない。

これに対し、後者は、結晶片岩などの砂粒を多くま

じえるものの、接合の痕跡をよく残し、粘土質感の高

い胎土が特徴となる。施文位は、217・ 229な どをみる

と、縦横位が併用されており、前者ではおなじ部位の

中で横位施文を地文とするアクセントとして、後者で

は部位をかえた T字構成の下半として縦位施文が用

いられている。また232では斜位に、そして219では不

完全ながら羽状に楕円が施文されており、他にも構成

の変化があった可能性もある。

さらに、201は、上下の楕円文間に残された無文帯

に角棒を使用した 3段にわたる刺突列が加えられてい

る。胎土は217な どに類似するが、楕円原体の特徴は

異なっており、別構成となるらしい。

3C種 (第76図234～240)

押型文系土器と共通の胎土や製作手法をもつ撚糸文

や縄文施文土器をこの種にあて、38点を分類した。出

上位置からみた押型文系内の他種との関係は、平面的

には 3B種と近い範囲に分布しているのがわかるが、

垂直的には、ばらつきがあり、一律な傾向を見取るこ

とができなかった。

このうち、234は、波状口縁器形の下位に撚糸文を

施文し、日縁部に無文地の文様帯を設ける。文様帯内

は、波状を描く単施文沈線による平行線内に同工具の

刺突文を充填する。胎土は、2380240と 共通する雲母

や石英砂を大量に混入する。

これに対し、235～237は、単節縄文を施文しており、

236では条が縦位になるよう施文位を調整している。

また、235は器壁きわめて薄く、口縁部が内彎し、や

や肥厚する口唇部が直立する、この時期としては希有

の甕形器形になると判断した。薄い器壁と粘土成形時

の凹凸残る内面の特徴からは、 lA種 となる可能性

も捨てきれない。

3D種 (第%図241～247)

押型文系土器の製作手法と共通する無文土器14点を

この種として分類した。前庭部の708Mグ リッド

に集中してお り、 T字構成の山形押型文土器ととも

に出土しているものが多い。

胎土の特徴はさまざまで、同一個体の判定は下せな

かった。口縁部は2410242の ような外反するものと、

243の ように直立するものの二者があるが、角頭気味

の口唇部を含め、山形押型文土器に類似する器形にな

ると考えられる。

4類 (第%図 248～第器図484)

縄文時代早期後葉に製作された条痕文系土器をこの

類とした。妙音寺洞穴遺跡で最も多い出土量があり、

総計で2,155点が出土し、分類が可能であった土器の

約61%を占め、竹管文系以下を圧倒している。平面分

布も、この類が最大域を形づくっており、すべてのグ

リッドで他を凌駕している。

調査区で最大量が出土したとはいえ、この類は弁別

に値する文様に乏しく、口縁・ 口唇に刺突・押圧を

加える変化をもつものの、全面が条痕あるいは擦痕の

みの破片が95%に及ぶ。また、有文土器も、個別要素

の出土率が少数である上に、整理担当者の見識では、

初見やそれに近い要素が多く、文様そのものでの分離

は不可能であった。そのため、有文土器の分類は、初

頭あるいは前半期にあたると考えられる要素と、後半

期のそれとに分割した。しかし、それでも確信のいく

分類をなしえたとはいいがたい。

4A種 (第76図248～第77図269)

主として条痕文系初頭に製作されたと考えられる有

文土器をこの種とし、総計で66点を分類したが、前述

のとおり、確信のいくものではなく、誤認も多いはず

である。全体の垂直分布では、その多くが 4B種 と

分類した破片より下位に出土し、一部は沈線文系と重

なる出土高を示すものもある。だが、250な ど、条痕

文系でも上位で出土しているものもあり、矛盾もはら

んでいる。平面的な分布の広が りでは、 4B種 と大
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第76図 洞穴遺跡出土土器 (9)
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差ない。だが、 4列での分布は、これがない 4B種

とのちがいとなっている。

4A種の文様要素は多岐にわた り、一つとしてお

なじ構成がないといっても過言ではない。逆に考えれ

ば、確たる文様構成を確立・維持できない土器作 り

の時期的・地域的不安定が憶測でき、条痕文系の中

でわずか3.2%しかない出土率もうなずける。

このなかで、248は、複段にわたる沈線区画のもと、

日縁直下に刺突帯、以下 3段にわたって弧状文を充填

する。最下の区画はなく、開放された弧状文が乱雑に

施文されている。当初の個別破片の分類に際しては、

沈線文系の構成を意識しつつも、それらより各段に多

い繊維の混入や、胎土・器面調整の荒さが際だち、

浅くて心もとない沈線や刺突の施文手法から、条痕文

系土器の一部と認識した。

しかし、同番に限れば、 4A種のなかでも一際沈

線文系土器と同位の出上高を示す破片が多い。また、

接合関係の広が りは、出土土器のなかでも最大範囲に

及び、遠距離の関係が多く成立した沈線文系に近いこ

とを第39図での違和感が示している。やはり、分類は

誤 りで、沈線文系の個体として扱うべきかもしれない。

だが、前記の諸要素は、 2類と大きな隔たりも感じさ

せる、単純な同一視はできないであろう。統計等の修

正はかなわなかった。

おなじく、249以下も既知の条痕文系有文土器から

の消去法で導き出した分類結果で、大片や同一個体な

どが少ないこともあいまって、全体の文様構成を判断

できない。一見する限りでは、有文帯は口縁下のごく

狭い幅に限られ、構図などの構成文を計画的に配する

ものはなさそうである。

このうち、沈線で文様を描 くものには249・ 2530

255な どがあるが、前の二点は口縁下の区画帯を設け

る点で、249は65や248と、253は28な ど、沈線文系土器

にみる口縁直下の構成手法に類似する。258も 、複段

の沈線充填文様帯を配する点で248と 同様な構成をも

つともとれる。

また、250は複数の横位隆帯の上を絡条体で押圧し

ているようだが、判然としない。おなじように、隆帯

上に絡条体の押圧が残るものに2640265がある。類似

する文様では、263の硬軸を用いた絡条体圧痕文、単

独の横位隆帯の266があ り、粘土隆起の抑揚が文様化

していることでは260も 250と 共通する。同番は生体爪

で器面をつまみ上げたものかもしれない。

一方、刺突系の施文が文様要素となるものには、

2590261・ 2620267～ 269がある。平行沈線と充填刺

突が組みになり構図を描くものはなく、単沈線に添え

られるものが259、 261・ 2620269では横位区画線その

ものにかえられている。268は押し引き刺突の縦位区

画内に同施文の線列が充填される波状口縁土器で、

267では単独の爪形が横位にめぐる。

4B種 (第77図卿0～2“)

条痕文系の有文土器のなかで、 4A種にあてはま

らなかったものをこの種とした。結果的に条痕文系中

葉の鵜ケ島台式から、同末の下吉井式までを含むもの

となった。総計で36点を分類したが、前述したように、

全体の垂直分布では、その多くが 4A種と分類した

破片より上位に出上している。Ⅲ層でも下位の分布が

多いⅢ J・ L層 より出土した2710273も 、おなじ小

グリッドでは 4A種より上位に出土してお り、両層

が灰層の変質と考えれば、妥当性をもつ。

図に示した文様構成は多様だが、もっとも多いのは

2つ～288の鵜ケ島台式土器である。強い有段の器形を

覆い尽くす条痕を地文として沈線や微隆起の区画を加

え、その間を磨 り消している。さらに、区画線の結節

部には円形竹管文を、内部には区画に沿った押し引き

や刺突文を充填する。胎土に雲母や石英砂を混和する

例が大半だが、大型品が多いようで、同一個体の判定

は困難であった。

これに対し、2η～274は、はっきりとした条痕地に

沈線や押し引き、さらには刺突で口縁部の上位に大き

な構図を描く。縦位の区画線にしたがった鋸歯の描画

が基本のようだが、273では鵜ケ島台式土器の名残を

留める有段器形に、おなじく斜位の無施文帯をはさむ

構図が描かれている。これらは、茅山下層式土器に相
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第77図 洞穴遺跡出土土器 (10)
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当すると考えられる。

一方、2Ъ～277は、器面に粘土を追加して文様効果

をもくろんだものである。275は破片の左で縦位に貼

付された隆帯脇を沈線でなぞり、口縁頂部には刺突文

が加えられる。また、276は、繊維が大量に混和され

た器面に横位隆帯のみが観察できる。さらに、277は

山形の隆帯とその上位に絡条体圧痕文を施文する。条

痕が強く印された器面は、雲母を含まない鵜ケ島台式

土器と共通する軟質感があり、これは3点とも共通し

ている。確信はないが、いわゆる茅山上層式以降の土

器と考えられる。

このほか、278は、擦痕様の器面に箆状工具で単沈

線を描く、構図ははっきりしないが、連続する波状文

や弧状文の一部と思われる。器面や胎土の特徴、ⅡE

層からの出土などを勘案すれば、条痕文系終末の下吉

井式に比定できる。遺跡では同期にあたる縄文施文土

器や貝殻文土器も出土しているが、こちらは、 5類の

羽状縄文系として扱っている。

4C種 (第77図289～第田図484)

条痕文系土器のなかで、文様をもたず、破片内では

条痕や擦痕のみしか観察できないもの、あるいは無文

のものをこの種とした。全体で2,053点と、大量に出

土しており、この種だけでも分類可能土器の58%を占

めるほどである。

その出土量の多さを念頭に、整理作業当初は胎土、

条痕・擦痕の別、表裏への施文など「顔つき」をも

とにさらなる分類を試みたが、偏差のばらつきが漸移

的で、客観化できる弁月貯旨標を定められなかった。加

えて、統計処理のために水洗選別で検出した小片も極

力分類の網をかぶせる必要性から、これらを一括せざ

るを得なかった。

そのため、拓影の掲載は、裏面に条痕・擦痕のな

いものを優先して大別し、それぞれ無文や擦痕から条

痕の強い資料へと並べたつもりである。だが、主観の

範囲であり、統一したものではない。

これらの器形は、一部を除き、屈曲のない砲弾形と

なる尖底で、平底は確認できなかった。口縁部は直立

するか、外反するかの二者があり、さらに、後者では

緩やかなものが多く、強い曲線を形づくるのは2910

292の 2点のみである。口縁上部の形態には波状など

の変化がなく、すべてが平縁と考えられる。

しかし、289では口唇の直下に加えられた掻状の刺

突の他に、日唇上の一部に限って深い刺突が加えられ

ている。ところが、図中の両端に配した破片にはこれ

がみられず、単位化して平口縁の循環に変化をもたせ

たものともとれる。

そのほかでも口唇部やその直下に刺突や押圧を加え

るものは、検出口縁部片の約半数にのぼる。多くは押

圧・刺切手法によるもので、口唇部外端部に列を成す

るものが多い。

逆に、これほどの破片数が出土していながら、底部

片は驚くほど少ない。図示したなかでヤ湖同最下位です

ばまり、丸底気味に推移する形態が多いが、483は直

線的な尖底器形となる。

一方(条痕の特徴についてみると、前述したとおり、

数多くの偏差と中間相が両極の間に散在し、客観的な

分離は不可能に近い。ためしに、各施文法の典型例を

あげると、条痕等をまったく残さないもの (2"～2920

3090327～ 350)、 条痕を施文した後にこれを磨 り消し

ているもの (298・ 299)、 条痕が集合化せず、掻き傷

的な荒さをもつもの (293029403220351～ 3540

417)、 擦痕様のもの (29504η )、 細線の統一から絡

条体条痕の可能性のあるもの (3150423)、 凹線様の

もの (339・ 3670466)、 単位化したもの (326)、 深く

しっかりと施文されているもの (37304180451)な

ど、分割を始めればきりがない。

これはまた、胎土の特徴にも通じ、分割はきわめて

困難である。ちなみに、その一端を紹介すると、乾燥

質で砂質感の強いもの (326)、 おなじく粘土感の強い

もの (289)、 さらに硬い印象を受けるもの (2920295)、

使用粘土は湿質ながら混和砂粒が多く、砂質感の強い

もの (332)、 おなじく粘土感の強いもの (29402980

3090315・ 325)な どがある。

このような条痕や胎土の偏差が有文土器の分類に符
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第78図 ,同穴遺跡出土土器 (11)
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